
 

 
June 2013 (Japanese) 
© 2013 Fluke Corporation. All rights reserved. Specifications are subject to change without notice. 
All product names are trademarks of their respective companies. 

1586A 
SUPER-DAQ Precision Temperature Scanner 

 
 
 

ユーザーズ・マニュアル 
 



 

 

 

保証および責任 

Fluke の製品はすべて、通常の使用及びサービスの下で、材料および製造上の欠陥がないことを保証しま
す。 保証期間は発送日から 1 年間です。 部品、製品の修理、またはサービスに関する保証期間は 90 
日です。 この保証は、最初の購入者または Fluke 認定再販者のエンドユーザー･カスタマーにのみに限ら
れます。 さらに、ヒューズ、使い捨て電池、または、使用上の間違いがあったり、変更されたり、無視さ
れたり、汚染されたり、事故若しくは異常な動作や取り扱いによって損傷したと Fluke が認めた製品は保
証の対象になりません。 Fluke は、ソフトウエアは実質的にその機能仕様通りに動作すること、また、本
ソフトウエアは欠陥のないメディアに記録されていることを 90 日間保証します。 しかし、Fluke は、
本ソフトウエアに欠陥がないことまたは中断なく動作することは保証しておりません。 

Fluke 認定再販者は、新規品且つ未使用の製品に対しエンドユーザー･カスタマーにのみに本保証を行いま
すが、より大きな保証または異なった保証を Fluke の代わりに行う権限は持っていません。 製品が Fluke 
認定販売店で購入されるか、または購入者が適当な国際価格を支払った場合に保証のサポートが受けられま
す。 ある国で購入された製品が修理のため他の国へ送られた場合、Fluke は購入者に、修理パーツ／交換
パーツの輸入費用を請求する権利を保有します。 

Fluke の保証義務は、Fluke の見解に従って、保証期間内に Fluke 認定サービス･センターへ返送された欠
陥製品に対する購入価格の払い戻し、無料の修理、または交換に限られます。 

保証サービスを受けるには、最寄りの Fluke 認定サービス･センターへご連絡いただき、返送の許可情報
を入手してください。 その後、問題個所の説明と共に製品を、送料および保険料前払い (FOB 目的地) 
で、最寄りの Fluke 認定サービス･センターへご返送ください。 Fluke は輸送中の損傷には責任を負いま
せん。 保証による修理の後、製品は購入者に送料前払い（FOB 到着地）で返送されます。 当故障が、
使用上の誤り、汚染、変更、事故、または操作や取り扱い上の異常な状況によって生じたと Fluke が判断
した場合には、Fluke は修理費の見積りを提出し、承認を受けた後に修理を開始します。 修理の後、製品
は、輸送費前払いで購入者に返送され、修理費および返送料 （FOB 発送地） の請求書が購入者に送ら
れます。 

本保証は購入者の唯一の救済手段であり、ある特定の目的に対する商品性または適合性に関する黙示の保証
をすべて含むがそれのみに限定されない、明白なまたは黙示の他のすべての保証の代りになるものです。 
データの紛失を含む、あらゆる原因に起因する、特殊な、間接的、偶然的または必然的損害または損失に関
して、それが保証の不履行、または、契約、不法行為、信用、若しくは他のいかなる理論に基づいて発生し
たものであっても、Fluke は一切の責任を負いません。 

ある国また州では、黙示の保証の期間に関する制限、または、偶然的若しくは必然的損害の除外または制限
を認めていません。したがって、本保証の上記の制限および除外規定はある購入者には適用されない場合が
あります。 本保証の規定の一部が、管轄の裁判所またはその他の法的機関により無効または執行不能と見
なされた場合においても、それは他の部分の規定の有効性または執行性に影響を与えません。 
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1-3 

はじめに 
本章では、本製品、マニュアル・セット、安全に関する情報、連絡先、および仕
様についてご案内します。 

製品概要 
Fluke Calibration 1586A SUPER-DAQ Precision Temperature Scanner (本製品または
本器) は、45 アナログ・チャンネル・ベンチトップ計測器で、温度、抵抗、DC 
電圧、DC 電流の測定および記録を行います (表1-1を参照)。本製品が対応してい
る測定入力のタイプおよび範囲については、仕様のセクションを参照してくださ
い。  

本製品に含まれる機能： 

• 温度確度 –  PRT では 0.01 °C、サーミスターでは 0.003 °C、熱電対では 0.2 °C 
という小さな不確かさで温度を測定します。PRT 確度は、リード線の抵抗を

キャンセルする 4 線式測定、リード線の熱起電力をキャンセルする電流反転

、および抵抗から温度を正確に計算する ITS-90補間式により向上されていま

す。 

• スキャン – スキャン・スイープごとに最大 45 のアナログ・チャンネルを連

続スキャンします。さらに、20 個の演算チャンネル、1 つのDIOチャンネル

、および 1 つのTOTチャンネルも搭載されており、それらをスキャンに含め

ることができます。スキャンは正面パネルから手動で制御するか、タイマー

、アラーム、外部ソース、またはリモート SCPI コマンドなどの様々なトリ

ガーにより開始することができます。  

スキャンの進行中には、すべてのチャンネルの値は、平均値、標準偏差、最

小値、最大値、p-p、および変化率などの統計値とともにスプレッドシート形

式でディスプレイに表示することができます。グラフ機能では、最大 4 つの

チャンネル測定データをプロットし、ディスプレイに表示することができま

す。ソフトキーでデータ・モードを測定中のデータまたは履歴データに表示

を切り替えることができます。  

• モニター – 単一のチャンネルの測定値または統計値を表示します。モニター

は、スキャンが進行中でも休止中でも使用可能な独立した機能です。スキャ

ン機能とよく似ていますが、一つの測定ごとに統計値をディスプレイに表示

したり、グラフで示したりすることができます。 

• デジタル・マルチメーター機能 (DMM) – 通常のベンチ DMM のような使いやす

い DMM 機能および操作性を提供する機能です。DMM 機能では、ディスプレ

イに 6 ½ 桁表示することができます。トレンド・データを視覚化するための

追加機能として、測定値の統計をグラフ化して表示することもできます。   
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• データの保存 - 最大 20 MB のデータおよびチャンネル設定ファイルを内部不

揮発性メモリーまたは外部 USB ドライブに直接保存します。USBドライブ

、または本装置の背面にあるLAN TCP/IP インターフェースを介したSCPI イ
ンターフェース・コマンド・セットを用いて、データをPC に移動すること

もできます。   

• アラーム – それぞれのチャンネルには、上限 (HI) または下限 (LO) のいずれ

かを超えた場合に発するアラームを2つ、個別に割り当てることができます

。このアラームは、背面パネルのアラーム出力からデジタル信号を出力して

、外部デバイスを制御するよう設定することができます。   

• デジタル I/O (DIO) – 本製品には、デジタル 8 ビットのトランジスタ-トランジ

スタ・ロジック (TTL) レベルの検知および出力が可能なポートが搭載されて

います。DIO チャンネルがスキャン・リストに含まれる場合、このポートの

値は、読み込まれたときのポートの状態に基づいて 0 ～ 255 の値で各スキャ

ンのスキャン・データ記録に記録されます。 

• トータライザー – 本製品には、最大 1,048,575 (20 ビット) までの入力カウン

ト機能の付いた単一方向、リセット可能なトータライザーが内蔵されていま

す。カウンターは、デジタル信号の変化または本器背面のトータライザー入

力端子の接点を閉じるとカウントを行ないます。 

• リモート操作 – 背面パネルの USB または LAN TCP/IP 接続を介し、リモート 
SCPI コマンドを使って本製品をリモート操作します。  

• 自動センサー・テスト – 背面パネル RS-232 ポートに接続した Fluke 
Calibration ドライウエル校正器、またはバスの温度を自動的に設定します。 
温度の安定度をモニターし、温度が安定したら温度センサーおよび参照用温

度計の読み値を測定します。 

• DAQ-STAQ アクセサリー – マルチプレクサー・モジュールを使うと、Fluke 
が特許を持つスプリング式 DWF 端子により、温度センサーを簡単に接続す

ることができます。 
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正面パネルと背面パネルの概要 
表 1-1 は、正面パネル外観の定義と説明、表 1-2 は背面パネル外観の定義と説明
です。 

表 1-1. 正面パネルの機能 

X
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109 11 12 138 15

17

16
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20
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番号 名称 機能 

 スタンバイ・キー 

本器をスタンバイ・モードにします。スタンバイ中は、ディスプレイ

はオフになり、キー操作は無効になります。スタンバイ・モードでは

リモート操作も無効になります。第 2 章の「電源の投入およびスタン

バイ」を参照してください。 

 
ファンクション･ソフ

トキー 

サブメニューを開いたり、選択を設定したりするファンクション･ソフ

トキーです。ソフトキーの機能は各メニューで異なり、ソフトキーの

上のディスプレイに表示されます。 

 矢印キー 

メニューをスクロールしたり、値を増減したり、選択をハイライト表

示したりします。このキーを使って、データ・メニューで測定値を順

にサイクル表示したり、グラフの表示を変更したりすることもできま

す。  
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表 1-1. 正面パネルの機能（続き） 

番号 名称 機能 

 
USB データ転送イン

ジケーター 

USB ドライブが認識されると赤いLEDが点灯し、データの転送中は点

滅します。  

注意 

データの損失を防ぐため、LED の点滅中は USB ドライブを取
り外さないでください。  

 正面パネル USB ポート USB ドライブを挿入する USB ポート。  

 電流入力端子 
最大 100 mA の電流を測定する入力端子です。電流入力は熱動過電流

保護回路に接続されており、過電流が発生すると入力が切断され、保

護回路の動作条件が取り除かれると、再接続されます。  

 V, Ω, mA 入力端子 
DC 電圧、DC ミリアンペア電流、抵抗、温度の測定のため、テスト・

リードを接続する入力端子です。   

 4線Ω センス端子 3 線および 4 線補償の抵抗測定を行なうためのセンス入力端子です。 

 
チャンネル・ステータ

ス・インジケーター 
チャンネルがオンに設定されている場合に緑色の四角が表示されます。

チャンネルがオンになっている状態を、「アクティブ」といいます。  

 メニュー名 メニューの名前です。 

 
危険電圧インジケー

ター 

危険な電圧が入力されていることを警告します。電圧 ＞ 30V DC のと

きに表示されます。 

 日付と時刻 

「装置の設定」メニューで設定された現在の日付と時刻を表示しま

す。この日付と時刻は、データが記録されるときのタイムスタンプ

に使用されます。 

 
モジュール・インジケ

ーター 

入力モジュールが取り付けられているスロットとその数を表示します

。第 2 章の「入力モジュールおよびリレー・カードの取り付け」を参

照してください。 

 スキャン/モニター 

アクティブなチャンネルをすべてスキャンします。スキャン機能で

は、テスト設定ファイルで指示されたアクティブなチャンネルをす

べてサンプリングします。モニター機能では、一つのチャンネルの

測定データを表示します。詳細および操作説明については、第 4 章
を参照してください。 
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表 1-1. 正面パネルの機能 (続き) 

番号 名称 機能 

 記録 

データの記録を開始および停止します。記録中は、キーが点灯し、ディス

プレイの上部に「記録中」と表示されます。スキャンを自動的に開始およ

び停止するよう記録の設定を行なうことができます。スキャン・データの

記録の他に、正面パネルの DMM 機能で実施した測定も記録することがで

きます。詳細および操作説明については、第 4 章を参照してください。  

 メモリー 
内部メモリーまたは USB メモリーのいずれかにある設定ファイル、スキ

ャン・データ・ファイル、および DMM データ・ファイルを管理します。  

 測定/DMM  
単一のチャンネルの測定またはデジタル・マルチメーター (機能) 機能。

DMM 機能は、正面パネルからの操作で簡単に設定して測定を行なうこと

ができます。DMM の操作説明については、第 5 章を参照してください。  

 装置の設定 
本製品の構成設定を行ないます。メニューには、本製品をカスタマイズす

るためのユーザーが構成可能な多くの設定があります。第 2 章の「本製品

の構成」を参照してください。  

 チャンネル設定 
チャンネルを構成して検証します。チャンネル設定は、本製品の電源がオ

ンになったときにディスプレイに表示される初期メニューです。チャンネ

ルの配線および構成方法についての説明は、第 3 章を参照してください。 

 数字キーパッド 

数値を入力する必要がある場合に使用します。PRINT または「0」キーを長

押しすると、ディスプレイのスクリーンショットを撮ることができます。

LOCK キーを長押しすると、変更を加えられないように正面パネルをロッ

クすることができ、UNLOCK を長押しするとロック解除します。  

表 1-2. 背面パネルの機能 

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6

1

2
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番号 名称 機能 

 
電源電圧セレクタ

ーおよびヒューズ 

使用地域に合わせて電圧を選択します。第 2 章の「地域電圧の設定」を参

照してください。 
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表 1-2. 背面パネルの機能 (続き) 

番号 名称 機能 

 主電源スイッチ 主電源を装置に供給および切断します。 

 主電源コネクター 主電源コードの差込口。  

 筐体グラウンド 
筐体に内部接地された端子。本製品が測定系の接地基準ポイントになる場

合、この端子に別の機器を接地接続することができます。 

 熱源の制御 

温度計の自動テストにおいて Fluke Calibration のドライウエルまたは温度

バスを制御するために使用する RS-232 コネクター。第 4 章の「自動テス

ト」を参照してください。 

 
USB シリアル・ポ

ート 

リモート操作に使用する USB ポート。1586A Remote Programmers 
Guideを参照してください。  

 LAN 接続 
リモート操作に使用するネットワーク・ポート。1586A Remote 
Programmers Guideを参照してください。 

 
トータライザー入

力 

トータライザー機能の入力端子です。第 3 章の「トータライザー・チャン

ネルの設定」を参照してください。 

 
DIO (デジタル I/O 
入力ポート) 

デジタル 8 ビットのトランジスター - トランジスター・ロジック (TTL) レ
ベルを検知および出力することができる 8 つのデジタル・ポートです。こ

の値は 8 ビットの TTL 値として表示され、10 進数の同等値として記録さ

れます。 

 
デジタル外部アラー

ム・トリガー出力 

チャンネルがアラーム設定の限度を超えた場合に、デジタル外部アラーム

をトリガーするのに使用可能な 6 つのデジタル出力端子です。第 3 章の

「HI および LO チャンネル・アラーム」を参照してください。 

 トリガー入力 
外部トリガー・タイプの使用時にスキャンをトリガーする入力端子です。

第 4 章の「スキャンの設定」を参照してください。  

 
入力モジュール・ス

ロット 

最大 2 個の高容量入力モジュールまたは DAQ-STAQ マルチプレクサー接

続モジュールを挿入するスロット。第 2 章の「入力モジュールとリレー・

カードの取り付け」および「DAQ-STAQ マルチプレクサー接続モジュー

ルの取り付け」を参照してください。 
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安全に関する情報 
「警告」は使用者に危険を及ぼすような条件や手順であることを示します。「
注意」は、本器や被測定器に損傷を与える可能性がある条件や手順であること
を示します。 

本マニュアルおよび本器で使用されている記号の一覧については、表 1-3 を参照
してください。 

表 1-3. 記号 

記号 説明 記号 説明 

 危険。重要な情報。マニュアルを

参照。 
 DC (直流) 

 
危険電圧。30 V を超える直流電

圧あるいは交流ピーク電圧が存在

する可能性がある。 
 AC またはDC (交流または直流) 

 接地  デジタル信号。 

 リサイクル。  電源のオン／オフ 

CAT II [1] 低電圧電源設備のコンセントなどに直接接続されている回路のテストおよび測定は、測定カ

テゴリー CAT II に準じます。 

CAT III [1] 
屋内の低電圧電源設備の分電盤に接続されている回路のテストおよび測定は、測定カテゴリ

ー III に準じます。 

CAT IV[1] 
屋内の低電圧電源設備の電源に接続されている回路のテストおよび測定は、測定カテゴリー 
IV に準じます。 

 

本製品は WEEE 指令 (2002/96/EC) のマーキング要件に適合しています。この記号が貼付さ

れている電気製品/電子製品は国内の家庭ごみとして廃棄できないことを意味しています。製

品カテゴリー: WEEE 指令の付録 I に明記されている機器の種類に従い、本製品はカテゴリー 
9「監視・制御機器」製品に分類されます。この製品は、分別されていない一般廃棄物として

処分しないでください。リサイクルの情報については、Fluke クサービスセンターにお問い合

わせください。 

 本器は、本器に適用される EC 指令の要件に準拠しています。 

注記: 

[1] - 本器は、CAT II、CAT III、または CAT IV 環境での測定を目的としていません。本器に付属のテスト・リードにこ

れらの定格が含まれるため、これらの定義も記載されています。 

警告 

感電、火災、人体への被害を防ぐため、次の注意事項を遵守してくだ

さい： 

• 本製品を使用する前に、安全に関する情報をすべてお読みくださ

い。 

• すべての説明を注意深くお読みください。 
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• 本製品は指定された方法で使用してください。指定外の方法で使

用した場合、製品の安全性に問題が生じることがあります。 

• 本製品を使用する前に外装を点検してください。ひび割れやプラ

スチックの欠損がないことを確認してください。端子周辺の絶縁

状態を十分に検査してください。 

• 作動に異常が見られる場合は使用しないでください。 

• 本器が損傷している場合は電源を切り、使用を中止してください。 

• 使用する国、および製品定格に対応した電圧、およびプラグ形状

の主電源コードとコネクターのみを使用してください。 

• 主電源コードの絶縁体が損傷していたり、絶縁体に摩耗の兆候が

見られる場合は、主電源コードを交換してください。 

• 主電源コードの接地導体を保護接地端子に確実に接続してくださ

い。保護接地端子に接続しないと、生命に関わる電圧がシャーシ

に生じる可能性があります。 

• 主電源コードの抜き差しが妨げられるような場所に本製品を設置

しないでください。 

• 測定では、正しい測定カテゴリー (CAT)、電圧、アンペア定格のプ

ローブ、テスト・リード、アダプターのみを使用してください。 

• 正しい電圧定格のケーブルのみを使用してください。 

• テスト・リードが損傷している場合は使用しないでください。損

傷した絶縁部のテスト・リードを検査し、既知の電圧を計測して

ください。 

• 本製品、プローブ、アクセサリーのうち定格が最も低い製品の測

定カテゴリー (CAT) 定格を超えないようにしてください。 

• プローブの保護ガードより前に指を出さないでください。 

• 端子間、および各端子とアース間に、定格を超える電圧を印加し

ないでください。 

• AC 30 V rms 、AC 42 V ピーク、又は DC 60 V を超える電圧には

触れないでください。 

• 指定の測定カテゴリー、電圧、電流定格の範囲で操作してくださ

い。 

• 最初に既知の電圧を測定して、本器が正しく作動していることを

確認します。 
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• 任意のチャンネルが危険な電圧源に接続されている場合、アクセ

ス可能なすべてのチャンネルが危険な状態であり、感電の危険が

あると考えてください。 

• 入力源がオフになるまで、危険な入力の内部配線を取り外したり、

手を触れたり、変更したりしないでください。 

• 入力モジュールを開く前に、危険な電圧源との接続を取り外して

ください。 

• 測定の際は、適切な端子、機能およびレンジを使用してください。 

• この製品は室内でのみ使用してください。 

• 爆発性のガスまたは蒸気の周辺、結露した環境、または湿気の多

い場所で本製品を使用しないでください。 

スクリーン・キャプチャー機能 
本製品はディスプレイのスクリーン・ショットを撮影して USB ドライブに直接
保存することができます。  

ディスプレイのスクリーン・ショットの撮影方法 (図 1-1 を参照)： 

1. 正面パネルに USB ドライブを挿入して、USB データ転送インジケーターが
赤く点灯するまで待ちます。  

2. PRINT または数字キーパッドの「0」キーを 3 秒間長押しして、放します。
ディスプレイに「ファイルが保存されました」と表示されます。  

3. 正面パネルから USB を取り外して、PC の USB ドライブに差し込みます。 

4. USB ドライブを開き、次のパスで画像フォルダに移動します： 

\\fluke\1586A\[Product Serial Number]\Image 

=PRINT
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図 1-1.スクリーン・キャプチャー 
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本マニュアルについて 
本マニュアルは、7 つの章で構成されています： 

• 第1章 製品情報、安全に関する情報、連絡先、および製品の仕様について説明
しています。  

• 第2章 本製品を初めて使用する際の設定および機器の構成方法について説明し
ます。 

• 第 3 章 入力を入力モジュールへ配線して、対応するチャンネルを設定する方
法について説明しています。 

• 第4章 スキャン、チャンネルのモニター、および測定データの記録方法につい
て説明しています。   

• 第5章 本製品の DMM 機能の操作方法について説明しています。   

• 第6章 本製品の清掃および本製品背面のヒューズを交換する方法について説明
しています。 

• 第7章 エラー・メッセージ、および本製品のトラブル・シューティングについ
ての情報を提供します。 

製品マニュアル・セット 
本製品マニュアル・セットには次のものが含まれます： 

• 機能、操作方法、および基本的なユーザー・メンテナンスおよびトラブルシ
ューティングについての情報を含む、本1586A ユーザーズ・マニュアル 。ユ
ーザーズ・マニュアルは、多言語に翻訳されています。 

• 1586A の 安全に関する情報 は、本製品の重要な安全に関する情報が記載され
て印刷されています。安全に関する情報は、多言語に翻訳されています。 

• 1586A Remote Programmers Guide には、本製品のリモート操作方法が記載され
ています。プログラマー・ガイドにはすべてのコマンドがアルファベット順
に一覧表示されており、異なるアプリケーションのサンプル・コードが掲載
されています。   

• 1586A Calibration Manual には、製品を規格に適合させるための校正および調
整手順が記載されています。 

• 1586A Product CD には、マニュアル・セットのマニュアルが全て収録されて
います。 

マニュアルは全て、以下のサイト http://www.fluke.com/ および CD でご覧いただ
けます。 
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Fluke Calibration の連絡先 
Fluke Calibration にご連絡いただく場合は、下記の番号にお願いします： 

• 米国、テクニカル・サポート： 1-877-355-3225 

• 米国、校正/修理： 1-877-355-3225 

• カナダ： 1-800-36-FLUKE (1-800-363-5853) 

• ヨーロッパ： +31-40-2675-200 

• 日本： +81-3-6714-3114 

• シンガポール： +65-6799-5566 

• 中国: +86-400-810-3435 

• ブラジル: +55-11-3759-7600 

• その他の国： + 1-425-446-6110 

製品情報と最新のマニュアル追補については、Fluke Calibration の Web サイト 
www.flukecal.com をご参照ください。 

製品の登録は、http://flukecal.com/register-product で行えます。 

校正および修理に関する情報 
校正または修理の予定を組んだり、製品を Fluke に送付するには： 

1. 校正または修理の予定を組む際には、最寄の Fluke サービスセンターへ連絡

してください (「Fluke Calibration の連絡先」を参照)。 
2. 損傷を防ぐために製品の周囲に最低 2 インチの緩衝材を入れて、本製品を出

荷ボックスに梱包して固定します。 
3. 本製品をサービスセンターへ送付します。 

一般仕様 
電源電圧 

100 V 設定 .......................................................... 90 V ～ 110 V 
120 V 設定 .......................................................... 108 V ～ 132 V 
220 V 設定 .......................................................... 198 V ～ 242 V 
240 V 設定 .......................................................... 216 V ～ 264 V 

周波数 ..................................................................... 47 Hz ～ 440 Hz 

消費電力 .................................................................. 36 VA ピーク (平均 24 W) 

環境温度 
動作時 ................................................................. 0 °C ～ 50 °C 
最高確度 ............................................................. 18 °C ～ 28 °C 
保管時 ................................................................. -20 °C ～ 70 °C 
ウォームアップ ................................................... 確度仕様を完全に満たすまで 1 時間 

相対湿度 (結露なきこと) 
動作時  ................................................................ < 80 % (0 °C ～ 30 °C)  
  <50 % (30 °C ～ 50 °C)  
保管時 ................................................................. <95 % (-20 °C ～ 70 °C)  
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高度 
動作時 ................................................................. 2,000 m 
保管時 ................................................................. 12,000 m 

振動及び衝撃 .......................................................... Mil規格：MIL-PRF-28800F Class 3に適合 

チャンネル数 
アナログ・チャンネル総数................................. 45 
電圧/抵抗チャンネル .......................................... 41 
電流チャンネル ................................................... 5 
デジタル I/O ........................................................ 8 ビット 
トータライザー ................................................... }1 
アラーム出力 ...................................................... 6 
トリガー入力 ...................................................... }1 

入力保護 .................................................................. 50 V (全機能、端子およびレンジ) 

演算チャンネル 

チャンネル数 ...................................................... 20 
演算 ..................................................................... 和、差、積、商、多項、累乗、平方根、逆数、指数関数、対数、絶対

値、平均、最大値、最小値 

トリガー .................................................................. インターバル、外部 (トリガー入力)、アラーム、リモート (バス)、 マ
ニュアル、自動テスト 

メモリー 
スキャン・データ RAM ...................................... 75,000 件の読み取り値 (タイムスタンプ付き) 
データ/設定フラッシュ・メモリー ..................... 20 MB 

USB ホスト・ポート 
コネクター・タイプ ........................................... タイプ A 
機能 ..................................................................... メモリー 
ファイル・システム ........................................... FAT32 
メモリー容量 ...................................................... 32 GB 

USB デバイス・ポート 
コネクター・タイプ ........................................... タイプ B 
クラス ................................................................. 機器 
機能 ..................................................................... 制御およびデータ転送 
コマンド・プロトコル ........................................ SCPI 

LAN 
機能 ..................................................................... 制御およびデータ転送 
ネットワーク・プロトコル................................. イーサネット 10/100、TCP/IP 
コマンド・プロトコル ........................................ SCPI 

RS-232 
コネクター .......................................................... D-サブ 9 ピン（DE-9） 
ボーレート .......................................................... 1200、2400、4800、9600、19200、38400 
機能 ..................................................................... 熱源制御出力 

外形寸法 
高さ ..................................................................... 150 mm 
幅 ........................................................................ 245 mm 
奥行 ..................................................................... 385 mm 
重量 ..................................................................... 6 kg (代表的な構成) 
出荷重量 ............................................................. 9.5 kg (代表的な構成) 

適合性 ..................................................................... CE、CSA、IEC 61010-3。 
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測定仕様: 
確度仕様は一般的に、18 °C ～ 28 °C の環境温度範囲内で、最低 1 時間のウォームアップ後の (別段の記載のない限り) 
中速および低速のサンプル・レートで有効ですが、チャンネルによって異なることがあります。確度仕様は校正から 1 
年以内で信頼水準95 % です。 

スキャン速度  

高速 ..................................................................... 1 秒につき最大 10 チャンネル (1 チャンネルにつき 0.1 秒) 
中速 ..................................................................... 1 秒につき 1 チャンネル (1 チャンネルにつき 1 秒) 
低速 ..................................................................... 1 チャンネルにつき 4 秒 

表示分解能 .............................................................. 4 ½ ～ 6 ½ 桁、機能およびサンプル・レートによる（温度の読み値の

表示分解能については以下の測定特性表を参照してください。） 

PRT/RTD 
温度範囲 .................................................................. −200 °C ～ 1200 °C（センサーにより異なる） 

抵抗範囲 .................................................................. 0 Ω ～ 4 kΩ 

オフセット補正 

0 Ω ～ 400 Ω、4 線式 ..................................... 自動電流反転 

400 Ω ～ 4000 Ω または 3 線式 ...................... なし 

測定電流の反転間隔（0 Ω ～ 400 Ω レンジ）  

高速サンプル・レート .................................... 2 ms 

中速サンプル・レート .................................... 250 ms 

低速サンプル・レート .................................... 250 ms 

最大許容リード抵抗(4線式 Ω測定) .........................  400 Ω および 4 kΩ レンジでリード線1本につきレンジの2.5%。 

PRT/RTD 抵抗確度 
確度は、±（測定値 + 抵抗の %）で示されます。確度は、中速または低速サンプル・レートを使用した 4 線式 PRT/RTD 
の場合です。3 線式 PRT/RTD では、チャンネル 1 を使用している場合は0.013 Ωの内部抵抗不一致および電圧オフセッ

トを確度仕様に追加し、チャンネル x01 ～ x20 を使用している場合は 0.05 Ω を追加します。高速サンプル・レートを使

用する場合、表にある数字を確度仕様に追加します。低速サンプル・レートを使用している場合は、4 kΩ レンジの確度

は、0.06 Ω 低下する可能性があります。環境温度が仕様の温度範囲外である場合、その温度の逸脱分と仕様の温度係数

を掛け算し、確度仕様に追加します。 

レンジ DAQ-STAQ モジュール 高容量モジュール 
高速サンプル・レー

ト 
温度係数/ °C 

(18 °C ～ 28 °C の範囲外)

0 Ω ～ 400 Ω 0.002 % + 0.002 Ω 0.003 % + 0.003 Ω 0.003 Ω追加 0.0001 % + 0.0008 Ω 

400 Ω ～ 4 kΩ 0.004 % + 0.1 Ω 0.006 % + 0.1 Ω 0.08 Ω追加 0.0001 % + 0.008 Ω 
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PRT/RTD 温度確度 
確度は、中速または低速サンプル・レートを使用した公称100 Ω の4 線式  PRT/RTD の場合です。3 線式 PRT/RTD の使

用時は、チャンネル 1 を使用している場合は内部抵抗不一致および電圧オフセットの確度仕様に 0.039 °C を追加し、チ

ャンネル x01 ～ x20 を使用している場合は 0.15 °C を追加します。高速サンプル・レートを使用する場合は、表にある

数値を確度仕様に追加します。環境温度が設定範囲外である場合、温度係数に温度差を掛け、確度仕様に追加します。表

中のポイント間では、直線の内挿による補間を用いることができます。仕様には、温度センサーの確度は含まれません。

温度測定の実際の範囲は、温度センサーおよびその校正されたレンジにより異なります。 

温度 DAQ-STAQ モジュール 高容量モジュール 
高速サンプル・レー

ト 
温度係数/ °C 

(18 °C ～ 28 °C の範囲外)

−200 °C 0.006 °C 0.01 °C 0.01 °C 追加 0.0019 °C 

0 °C 0.01 °C 0.015 °C 0.01 °C 追加 0.0023 °C 

300 °C 0.018 °C 0.03 °C 0.01 °C 追加 0.0028 °C 

600 °C 0.026 °C 0.045 °C 0.01 °C 追加 0.0034 °C 

PRT/RTD 測定特性 

レンジ 

温度表示分解能 

測定電流 低速 / 中速 
サンプル・レート 

高速 
サンプル・レート 

0 Ω ～ 400 Ω 0.001 °C 0.01 °C ±1 mA 

400 Ω ～ 4 kΩ 0.001 °C 0.01 °C 0.1 mA 

サーミスター 
温度範囲 .................................................................. −200 °C ～ 400 °C (センサーにより異なる) 

抵抗範囲 .................................................................. 0 Ω ～ 1 MΩ 

サーミスター抵抗確度 
確度は ± (読み値の% ＋ Ω) で表されています。確度の仕様は、低速サンプル・レートでの 4 線式サーミスターの場合で

す。中速または高速サンプル・レート を使用する場合、表にある数字を確度仕様に追加します。環境温度が仕様の温度

範囲外である場合、その温度の逸脱分と仕様の温度係数を掛け算し、確度仕様に追加します。2 線式サーミスターについ

ては、チャンネル 1 を使用している場合は内部抵抗 0.02 Ωを、チャンネル x01 ～ x20 を使用している場合は 1.5 Ω を追

加し、さらに外部リード線抵抗を追加します。 

レンジ 
低速 

サンプル・レート 

中速 
サンプル・レート 

レート

高速 
サンプル・レート 

温度係数/ °C 

18 °C ～ 28 °C の範囲外

0 Ω ～ 2.2 kΩ 0.004 % + 0.2 Ω 0.3 Ω 追加 1 Ω 追加 0.0005 % + 0.05 Ω
2.1 kΩ ～ 98 kΩ 0.004 % + 0.5 Ω 0.5 Ω 追加 1.3 Ω 追加 0.0005 % + 0.1 Ω 

95 kΩ ～ 1 MΩ 0.015 % + 5 Ω 5 Ω 追加 13 Ω 追加 0.001 % + 2 Ω 
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サーミスター温度確度 
確度仕様は、4 線式サーミスターの場合です。2 線式サーミスターを使用する場合、表にある数字を内部抵抗の確度仕様

に追加します。環境温度が仕様の温度範囲外の場合、範囲外の環境温度 1 °C につき 25% 確度仕様が増加します。仕様

には、温度センサー確度は含まれません。実際の温度測定範囲は、温度センサーにより異なります。 

温度 

確度 2.2 kΩ のサーミスター

低速 
サンプル・レート 

中速 
サンプル・レート 

高速 
サンプル・レート 

2 線式 

−40 °C 0.001 °C 0.001 °C 0.01 °C 0.001 °C 追加 

0 °C 0.003 °C 0.004 °C 0.01 °C 0.004 °C 追加 

25 °C 0.006 °C 0.011 °C 0.02 °C 0.016 °C 追加 

50 °C 0.008 °C 0.018 °C 0.04 °C 0.05 °C 追加 

100 °C 0.047 °C 0.114 °C 0.28 °C 0.34 °C 追加 

150 °C 0.23 °C 0.56 °C 1.34 °C 1.7 °C 追加 

 

温度 

確度 5 kΩ のサーミスター 

低速 
サンプル・レート 

中速 
サンプル・レート 

高速 
サンプル・レート 

2 線式 

−40 °C 0.003 °C 0.004 °C 0.01 °C 0.001 °C 追加 

0 °C 0.002 °C 0.002 °C 0.01 °C 0.002 °C 追加 

25 °C 0.004 °C 0.006 °C 0.01 °C 0.007 °C 追加 

50 °C 0.005 °C 0.009 °C 0.02 °C 0.022 °C 追加 

100 °C 0.022 °C 0.052 °C 0.13 °C 0.16 °C 追加 

150 °C 0.096 °C 0.24 °C 0.57 °C 0.7 °C 追加 

 

温度 

確度 10 kΩ のサーミスター

低速 
サンプル・レート 

中速 
サンプル・レート 

高速 
サンプル・レート 

2 線式 

−40 °C 0.003 °C 0.004 °C 0.01 °C 0.001 °C 追加 

0 °C 0.002 °C 0.002 °C 0.01 °C 0.002 °C 追加 

25 °C 0.003 °C 0.004 °C 0.01 °C 0.004 °C 追加 

50 °C 0.005 °C 0.009 °C 0.02 °C 0.011 °C 追加 

100 °C 0.011 °C 0.024 °C 0.06 °C 0.067 °C 追加 

150 °C 0.04 °C 0.098 °C 0.24 °C 0.29 °C 追加 

サーミスター温度特性 

レンジ 

温度表示分解能 

測定電流 低速 / 中速  
サンプル・レート 

高速 
サンプル・レート 

0 Ω ～ 2.2 kΩ 0.0001 °C 0.001 °C 10 μA 

2.1 kΩ ～ 98 kΩ 0.0001 °C 0.001 °C 10 μA 

95 kΩ ～ 1 MΩ 0.0001 °C 0.001 °C 1 μA 
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熱電対 
温度範囲 .................................................................. -270 °C ～ 2315 °C（温度センサーにより異なる） 

電圧範囲 .................................................................. -15 mV ～ 100 mV 

熱電対の電圧確度 
熱電対は、± (|測定値の%| + μV)により表されます。確度仕様は、中速または低速サンプル・レートの場合です。高速サ

ンプル・レートを使用する場合、表にある数字を確度仕様に追加します。環境温度が仕様の温度範囲外である場合、その

温度の逸脱分と仕様の温度係数を掛け算し、確度仕様に追加します。 

レンジ 
確度 

チャンネル 1 
Chx01 ～ x20 

高速 
サンプル・レート 

温度係数/ °C 
 (18 °C ～ 28 °C の範囲外)

−15 mV ～ 100 mV 0.004 % + 4 μV 2 μV 追加 1 μV 追加 0.0005 % + 0.0005 mV 

熱電対の基準接点確度 

モジュール CJC 確度 
温度係数/ °C (18 °C ～ 28 °C の範囲外)

 

DAQ-STAQ モジュール 0.25 °C 0.02 °C 

高容量モジュール 0.6 °C 0.05 °C 

熱電対の温度確度 
確度仕様は、中速または低速サンプル・レートを使用した場合に適用されます。高速サンプル・レートを使用した場合、

確度仕様が 25 % 増加します。 環境温度が仕様の温度範囲外の場合、範囲外の環境温度 1 °C につき 12% 確度仕様が増

加します。固定/外部 CJC の確度には、基準接点温度の確度は含まれません。表中のポイント間では、直線の内挿による

補間を用いることができます。仕様には、温度センサーの確度は含まれません。実際の温度測定範囲は、温度センサーに

より異なります。 

タイプ 
（レンジ） 

温度 

確度 

固定 / 外部 CJC 内部 CJC 

チャンネル 1 Chx01 ～ x20 
DAQ-STAQ モジュー

ル 
高容量モジュール 

K 
−270 °C ～ 

1372 °C 

−200 °C 
0 °C 

1000 °C 

0.28 °C 
0.10 °C 
0.14 °C 

0.41 °C 
0.15 °C 
0.20 °C 

0.76 °C 
0.29 °C 
0.32 °C 

1.60 °C 
0.62 °C 
0.64 °C 

T 
−270 °C ～ 

400 °C 

−200 °C 
0 °C 

200 °C 
400 °C 

0.27 °C 
0.10 °C 
0.08 °C 
0.08 °C 

0.40 °C 
0.15 °C 
0.12 °C 
0.11 °C 

0.76 °C 
0.30 °C 
0.23 °C 
0.20 °C 

1.60 °C 
0.65 °C 
0.47 °C 
0.41 °C 

R 
−50 °C ～ 
1768 °C 

0 °C 
300 °C 

1200 °C 
1600 °C 

0.76 °C 
0.42 °C 
0.33 °C 
0.34 °C 

1.13 °C 
0.63 °C 
0.47 °C 
0.49 °C 

1.16 °C 
0.64 °C 
0.48 °C 
0.50 °C 

1.28 °C 
0.71 °C 
0.52 °C 
0.54 °C 

S 
−50 °C ～ 
1768 °C 

0 °C 
300 °C 

1200 °C 
1600 °C 

0.74 °C 
0.45 °C 
0.37 °C 
0.39 °C 

1.11 °C 
0.67 °C 
0.54 °C 
0.56 °C 

1.14 °C 
0.68 °C 
0.55 °C 
0.57 °C 

1.26 °C 
0.76 °C 
0.60 °C 
0.63 °C 

J 
−210 °C ～ 

1200 °C 

−200 °C 
0 °C 

1000 °C 

0.20 °C 
0.08 °C 
0.11 °C 

0.29 °C 
0.12 °C 
0.14 °C 

0.65 °C 
0.28 °C 
0.25 °C 

1.41 °C 
0.61 °C 
0.53 °C 

N 
−270 °C ～ 

1300 °C 

−200 °C 
0 °C 

500 °C 
1000 °C 

0.42 °C 
0.15 °C 
0.12 °C 
0.14 °C 

0.62 °C 
0.23 °C 
0.17 °C 
0.19 °C 

0.90 °C 
0.34 °C 
0.24 °C 
0.26 °C 

1.69 °C 
0.64 °C 
0.44 °C 
0.45 °C 
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タイプ 
（レンジ） 

温度 

確度 

固定 / 外部 CJC 内部 CJC 

チャンネル 1 Chx01 ～ x20 
DAQ-STAQ モジュー

ル 
高容量モジュール 

E 
−270 °C ～ 

1000 °C 

−200 °C 
0 °C 

300 °C 
700 °C 

0.17 °C 
0.07 °C 
0.06 °C 
0.08 °C 

0.25 °C 
0.10 °C 
0.09 °C 
0.10 °C 

0.64 °C 
0.27 °C 
0.21 °C 
0.21 °C 

1.42 °C 
0.61 °C 
0.46 °C 
0.45 °C 

B 
100 °C ～ 

1820 °C 

300 °C 
600 °C 

1200 °C 
1600 °C 

1.32 °C 
0.68 °C 
0.41 °C 
0.38 °C 

1.97 °C 
1.02 °C 
0.60 °C 
0.55 °C 

1.97 °C 
1.02 °C 
0.60 °C 
0.55 °C 

1.97 °C 
1.02 °C 
0.60 °C 
0.55 °C 

C 
0 °C ～ 
2315 °C 

600 °C 
1200 °C 
2000 °C 

0.23 °C 
0.28 °C 
0.44 °C 

0.33 °C 
0.40 °C 
0.60 °C 

0.37 °C 
0.45 °C 
0.66 °C 

0.54 °C 
0.63 °C 
0.91 °C 

D 
0 °C to 

2315 °C 

600 °C 
1200 °C 
2000 °C 

0.22 °C 
0.26 °C 
0.39 °C 

0.32 °C 
0.36 °C 
0.53 °C 

0.34 °C 
0.39 °C 
0.56 °C 

0.44 °C 
0.49 °C 
0.69 °C 

G 
0 °C ～ 
2315 °C 

600 °C 
1200 °C 
2000 °C 

0.24 °C 
0.22 °C 
0.33 °C 

0.36 °C 
0.32 °C 
0.46 °C 

0.36 °C 
0.32 °C 
0.46 °C 

0.36 °C 
0.33 °C 
0.46 °C 

L 
−200 °C ～ 

900 °C 

−200 °C 
0 °C 

800 °C 

0.13 °C 
0.08 °C 
0.09 °C 

0.19 °C 
0.12 °C 
0.12 °C 

0.45 °C 
0.28 °C 
0.23 °C 

0.99 °C 
0.62 °C 
0.48 °C 

M 
−50 °C ～ 
1410 °C 

0 °C 
500 °C 

1000 °C 

0.11 °C 
0.10 °C 
0.10 °C 

0.16 °C 
0.15 °C 
0.14 °C 

0.30 °C 
0.25 °C 
0.21 °C 

0.64 °C 
0.51 °C 
0.41 °C 

U 
−200 °C ～ 

600 °C 

−200 °C 
0 °C 

400 °C 

0.25 °C 
0.10 °C 
0.08 °C 

0.37 °C 
0.15 °C 
0.11 °C 

0.71 °C 
0.30 °C 
0.20 °C 

1.48 °C 
0.63 °C 
0.40 °C 

W 
0 °C ～ 
2315 °C 

600 °C 
1200 °C 
2000 °C 

0.24 °C 
0.22 °C 
0.33 °C 

0.36 °C 
0.32 °C 
0.46 °C 

0.36 °C 
0.32 °C 
0.46 °C 

0.36 °C 
0.33 °C 
0.46 °C 

熱電対の測定特性 

レンジ 

温度表示分解能 

低速 / 中速 
サンプル・レート 

高速 
サンプル・レート 

−270 °C ～ 2315 °C 0.01 °C 0.1 °C 
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DC 電圧  
最大入力電圧  ......................................................... 全レンジ 50 V  

コモン・モード・リジェクッション ...................... 50 Hz または 60 Hz で 140 dB（LO リード線における 1 kΩ のアンバ

ランス） ±50 V ピーク最大値 

ノーマル・モード・リジェクション ...................... 55 dB (電源周波数の ± 0.1 %、レンジピーク最大値の ± 120%) 

A/D 直線性 .............................................................. 読み値の 2 ppm + レンジの 1 %  

入力バイアス電流 ................................................... 25 °C で 30 pA 

DC 電圧確度 
確度は ± (読み値の% +レンジの% )で表されています。確度仕様は、チャンネル 1、中速または低速サンプル・レートの

場合です。チャンネル x01 ～ x20 に対して、または高速サンプル・レートを使用する場合は、表に記載された数値を確

度仕様に追加します。環境温度が仕様の温度範囲外である場合、その温度の逸脱分と仕様の温度係数を掛け算し、確度仕

様に追加します。 

レンジ 
確度 

チャンネル 1 
Chx01 ～ x20 

高速 
サンプル・レート 

温度係数/ °C 
(18 °C ～ 28 °C の範囲外)

±100 mV 0.0037 % + 0.0035 % 2 μV 追加 レンジの 0.0008 % を追加 0.0005 % + 0.0005 % 

±1 V 0.0025 % + 0.0007 % 2 μV 追加 レンジの 0.0008 % を追加 0.0005 % + 0.0001 % 

±10 V 0.0024 % + 0.0005 % − レンジの 0.0008 % を追加 0.0005 % + 0.0001 % 

±50 V 0.0038 % + 0.0012 % − レンジの 0.0008 % を追加 0.0005 % + 0.0001 % 

DC 電圧入力特性 

レンジ 
分解能 

入力インピーダンス 
低速 / 中速 高速 

±100 mV 0.1 μV 1 μV 10 GΩ [1]
 

±1 V 1 μV 10 μV 10 GΩ [1]
 

±10 V 10 μV 100 μV 10 GΩ [1]
 

±50 V 100 μV 1 mV 10 MΩ ±1 % 

[1] - ±12 V を超える入力はクランプされます。クランプ電流は最大 3 mA です。 

DC 電流 
入力保護 .................................................................. 0.15 A /  リセッタブルPTC 

DC 電流確度 
確度は ± (読み値の% +レンジの% )で表されています。確度仕様は、中速または低速サンプル・レートの場合です。高速

サンプル・レートを使用する場合、表にある数字を確度仕様に追加します。環境温度が仕様の温度範囲外である場合、そ

の温度の逸脱分と仕様の温度係数を掛け算し、確度仕様に追加します。 

レンジ 確度 高速サンプル・レート 
温度係数/ °C (18 °C ～ 28 °C 

の範囲外) 

±100 μA 0.015 % + 0.0035 % レンジの 0.0008 % を追加 0.002 % + 0.001 % 

±1 mA 0.015 % + 0.0011 % レンジの 0.0008 % を追加 0.002 % + 0.001 % 

±10 mA 0.015 % + 0.0035 % レンジの 0.0008 % を追加 0.002 % + 0.001 % 

±100 mA 0.015 % + 0.0035 % レンジの 0.0008 % を追加 0.002 % + 0.001 % 
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DC 電流入力特性 

レンジ 
分解能 

バードン電圧 
低速 / 中速 高速 

±100 μA 0.1 nA 1 nA <1 mV 

±1 mA 1 nA 10 nA <1 mV 

±10 mA 10 nA 100 nA <1 mV 

±100 mA 100 nA 1 A <1 mV 

抵抗 
最大許容リード抵抗 (4 線式抵抗測定) ................... 10Ω (100 Ω、1 kΩレンジでリード線1本につき)。他の全レンジではリ

ード線1本につき1 kΩ。 

抵抗確度 
確度は ± (読み値の% +レンジの% )で表されています。確度仕様は、4 線式抵抗の中速または低速サンプル・レートの場

合です。2 線式抵抗については、チャンネル 1 を使用している場合は内部抵抗 0.02 Ωを、またはチャンネル x01 ～ x20 
を使用している場合は 1.5 Ωを追加し、さらに外部リード線抵抗を追加します。高速サンプル・レートを使用する場合、

表にある数字を確度仕様に追加します。環境温度が仕様の温度範囲外である場合、その温度の逸脱分と仕様の温度係数を

掛け算し、確度仕様に追加します。 

レンジ 確度 高速サンプル・レート 
温度係数/ °C  

(18 °C ～ 28 °C の範囲外) 

100 Ω 0.004 % + 0.0035 % レンジの 0.001 % を追加 0.0001 % + 0.0005 % 

1 kΩ 0.003 % + 0.001 % レンジの 0.001 % を追加 0.0001 % + 0.0001 % 

10 kΩ 0.004 % + 0.001 % レンジの 0.001 % を追加 0.0001 % + 0.0001 % 

100 kΩ 0.004 % + 0.001 % レンジの 0.001 % を追加 0.0001 % + 0.0001 % 

1 MΩ 0.004 % + 0.001 % 
測定値の 0.002 % およびレ

ンジの 0.0008 % を追加 
0.0005 % + 0.0002 % 

10 MΩ 0.015 % + 0.001 % 
測定値の 0.002 % およびレ

ンジの 0.0008 % を追加 
0.001 % + 0.0004 % 

100 MΩ 0.8 % + 0.01 % レンジの 0.01 % を追加 0.05 % + 0.002 % 

抵抗入力特性 

レンジ 
分解能 ソース電流 

(オープン回路電圧) 低速 / 中速 高速 

100 Ω 0.1 mΩ 1 mΩ 1 mA (4 V) 

1 kΩ 1 mΩ 10 mΩ 1 mA (4 V) 

10 kΩ 10 mΩ 100 mΩ 100 μA (6 V) 

100 kΩ 100 mΩ 1 Ω 100 μA (12 V) 

1 MΩ 1 Ω 10 Ω 10 μA (12 V) 

10 MΩ 10 Ω 100 Ω 1 μA (12 V) 

100 MΩ 100 Ω 1 kΩ 0.1 μA (12 V) 
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デジタル I/O  
絶対電圧レンジ ....................................................... -4 V ～ 30 V 

論理ハイの最小入力 ................................................ 2.0 V 

論理ローの最大入力 ................................................ 0.7 V 

出力タイプ .............................................................. オープン・ドレイン、アクティブ・ロー 

論理ロー出力 (<1 mA) ............................................ 0 V ～ 0.7 V 

最大シンク電流 ....................................................... 50 mA 

出力抵抗 .................................................................. 47 Ω 

トータライザー  
絶対電圧レンジ ....................................................... -4 V ～ 30 V 

最小論理ハイ .......................................................... 2.0 V 

最大論理ロー .......................................................... 0.7 V 

最小パルス幅 .......................................................... 50 μs 

最大周波数 .............................................................. 10 kHz 

デバウンス時間 ....................................................... 1.7 ms 

最大カウント .......................................................... 1048575 (20 ビット) 

トリガー  
絶対電圧レンジ ....................................................... -4 V ～ 30 V 

最小論理ハイ .......................................................... 2.0 V 

最大論理ロー .......................................................... 0.7 V 

最小パルス幅 .......................................................... 50 μs 

最大待ち時間 .......................................................... 100 ms 

アラーム出力  
絶対電圧レンジ ....................................................... -4 V ～ 30 V 

出力タイプ .............................................................. オープン・ドレイン、アクティブ・ロー 

論理ロー出力 (<1 mA) ............................................ 0 V ～ 0.7 V 

最大シンク電流 ....................................................... 50 mA 

出力抵抗 .................................................................. 47 Ω 

1586-2588 DAQ-STAQ 入力モジュール仕様 

概要 
最大入力 .................................................................. 50 V 

オフセット電圧 ....................................................... <2 μV 

3 線式の内部抵抗不一致 ......................................... <50 mΩ 

基本CJC 確度 .......................................................... 0.25°C 

1586-2586 高容量入力モジュールの仕様 

概要 
最大入力 .................................................................. 50 V 

オフセット電圧 ....................................................... <2 μV 

3 線式の内部抵抗不一致 ......................................... <50 mΩ 

基本 CJC 確度 ......................................................... 0.6 °C 
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概要 
本章では、本製品を初めて使用する際の設定および機器の構成方法について説明
します。 

地域の電圧の設定 
本製品には電圧セレクターが付いており、主電源コードを接続する前に使用する
地域に合わせて設定する必要があります。セレクターは100 V、120 V、220 V、ま
たは240 Vに設定することができます。電圧セレクターの設定方法については、図
2-1を参照してください。  

ヒューズの交換方法については、第6章を参照してください。選択した電圧に応
じたヒューズが必要になります。表 2-1を参照してください。 

表 2-1. ヒューズ 

電圧セレクター ヒューズ Fluke 部品番号 

100 V 0.25 A, 250 V (遅断型) 166306 

120V 0.25 A, 250 V (遅断型) 166306 

220 V 0.125 A, 250 V (遅断型) 166488 

240V 0.125 A, 250 V (遅断型) 166488 

注意 

本製品の損傷を防止するため、主電源に接続する前に、電源セレク
ターが使用する地域に応じた正しい位置にあることを確認してくだ
さい。 

1 2

 
hlr027.eps 

図 2-1.ヒューズの交換と電源電圧の選択 
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主電源の接続 
図 2-2に示すように、本製品の主電源コードを公称値100 V AC、120 V AC、また
は230 V AC のコンセントに接続します。 

 警告 

感電、火災、人体への被害を防ぐため、次の注意事項を遵守してく

ださい： 

• 使用する国、および製品定格に対応した電圧、およびプラグ形状

の主電源コードとコネクターのみを使用してください。 

• 主電源コードの絶縁体が損傷していたり、絶縁体に摩耗の兆候が

見られる場合は、主電源コードを交換してください。 

• 主電源コードの接地導体を保護接地端子に確実に接続してくださ

い。保護接地端子に接続しないと、生命に関わる電圧がシャーシ

に生じる可能性があります。 

• 主電源コードの抜き差しが妨げられるような場所に本製品を設置

しないでください。 

注意 

本製品への損傷を防止するため、主電源に接続する前に、電源セレ
クターが使用する地域に応じた正しい位置にあることを確認してく
ださい。  

 
hlr058.eps 

図 2-2.主電源コードの接続 



 初期設定および構成 
 ハンドル位置の設定 2 

2-5 

ハンドル位置の設定 
ハンドルは本製品を簡単に持ち運ぶために使用しますが、スタンドとしてもご利
用いただけます。図2-3には、様々なハンドル位置に加え、ハンドルおよびゴム製
の保護カバーの着脱方法が記載されています。 

4

5

6

2

1

3

 
hlr003.eps 

図 2-3.ハンドル位置と保護カバーの取り外し 
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電源の投入およびスタンバイ 
図2-4に示すように、本製品に電源を供給する主電源スイッチが背面パネルにあ
り、本製品をスタンバイ・モードにするためのスタンバイ・キー() が正面
パネルにあります。主電源スイッチの(I)側を押すと、本製品の電源がオンにな
ります。電源がオンになって本製品がセルフチェックを実行している間、スタ
ートアップ画面がディスプレイに表示されます。このセルフチェックには最大2
分かかる場合があります。本製品が何らかのエラーを検出した場合、問題をト
ラブル・シューティングするため、エラー・コードとエラーの説明からなるエ
ラー・メッセージがディスプレイに表示されます (第7章の「エラー・メッセー
ジ」を参照)。 

電源がオンの時にスタンバイ・キー () を押すと、本製品はスタンバイ状態に
なります。スタンバイでは、内蔵部品の電源はオンのままでウォームアップされ
た状態ですが、ディスプレイ、キー、および諸機能は無効になります (「製品の
ウォームアップ」を参照)。  

 
hlr052.eps 

図 2-4.主電源スイッチとスタンバイ・キー 
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製品のウォームアップ 
環境に合わせて制御されている部品を安定化するため、本製品を使用する前にウ
ォームアップすることをお薦めします。これにより、第1章に列記された仕様の
性能が保証されます。必要なウォームアップ時間は以下のとおりです： 

• 本製品の電源がオフになってから30分以上経過している場合、1時間以上ウォ

ームアップしてください。 
• 本製品の電源がオフになってから30分未満の場合、電源がオフになっていた

時間の最低2倍ウォームアップしてください。例えば、本製品の電源が10分間

オフになっていた場合、20分間ウォームアップします。 

本製品の構成 
本製品の構成を設定するには、機器設定メニューから行います。[機器設定]メニ
ューを開くには、正面パネルのを押します。設定を変更するには、その設
定をハイライト表示し、ディスプレイに表示されたメニューのソフトキーを使っ
て編集します。  

表2-2には、機器設定メニューで設定可能な項目と選択肢が示されています。  

表 2-2.機器設定メニュー  

メニュー項目 説明 選択肢 

言語 

表示言語を変更します。  

注記 

誤って正しくない言語に設定した場合、を押してから. 
を押します。 

これにより言語が一時的にEnglishにリセットされます。 

English 

中文 

Français 

Deutsch 

Portugués 

Españ
ol 

Русски
й 
日本語

한국어

ファームウェア 

インストールされているファームウェアのバージョン、モデル番

号、 

および製造番号を表示します。 

-- 

日付 

ディスプレイの右上隅に表示される日付および日付形式を変更し

ます。 

この日付はデータ・ログのタイム・スタンプにも使用されます。 

MM-DD-YYYY 

YYYY-MM-DD 

DD/MM/YYYY 

時刻 

ディスプレイの右上隅に表示される時刻および時刻形式を変更し

ます。 

この時刻も同様にデータ・ログのタイム・スタンプに使用されま

す。 

12 時制または 24 時制 

小数点の形式 小数点の表示形式をコンマまたはピリオドに変更します。 
ピリオド (0.000) またはコ

ンマ (0,000) 

ディスプレイの明

るさ 
ディスプレイの明るさのレベルを変更します。  高、中、低 

キーパッドの操作

音 
キーを押したときに発する操作音をオンまたはオフにします。 オンまたはオフ 
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表 2-2.機器設定メニュー (続き) 

メニュー項目 説明 選択肢 

スクリーン・セーバー
待ち時間を変更するかスクリーン・セーバーを 

無効にします。    
なし、15分、30分、60分 

校正日 
本製品の校正日を表示します。詳細については、 

1586A Calibration Manualを参照してください。 
-- 

パスワードの管理 
管理者およびユーザー・プロファイル・パスワ 

ードを変更します。 

詳細については、本章の「セキュ 

リティの設定」を参照してください。 

スキャンの再開 
停電後、自動的に電源が入りスキャンおよび 

記録を再開す るよう設定します。  

詳細については、第4章の「停電後のスキ

ャンの自動再開」を参照してください。 

リモート・ポート 
LAN イーサネットまたはシリアル USB 

 通信の設定を行います。  

詳細については、1586A  

Remote Programmers  

Guideを参照してください。 

リレー・カウンター 

チャンネル・リレーがスキャンされた回数 

を、名前、製造番号、および入力モジュールの 

校正日とともに表示します。 

--  

入力モジュールおよびリレー・カードの取り付け 
入力モジュールを背面パネルに挿入する前に、リレー・カードを取り付ける必要
があります。標準の製品構成では、少なくとも1つのスロットにはリレー・カー
ドがあらかじめ取り付けられています。リレー・カードを取り付けるには、必要
に応じて図2-6を参照しながら、以下の手順で行なってください： 

1. 主電源スイッチで本製品の電源をオフにします。 

2. プラスチックのフレームを背面パネルに固定している4本のネジを外します。 

3. プラスチック・フレームを取り外します。 

4. アルミ製のスロット・プロテクターをスライドさせて本製品から取り外しま
す。 

5. リレー・カードのレールを慎重にスロット・ガイドに合わせます。 

6. カードがしっかりとはまるまでリレー・カードを本製品の中にゆっくり差し
込みます。  

  注意 

リレー・カードを無理にスロットに挿入しないでください。リレー
・カードのレールがスロット・ガイドに正しく合わせられたらカー
ドは簡単に動きます。   

7. プラスチック・フレームを取り付け、4本のネジで背面パネルに固定します。 
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入力モジュールを取り付けるには： 

1. 主電源スイッチで本製品の電源をオフにします。 

2. 入力モジュールをスライドさせて、リレー・カードを取り付けたスロットに
入れます。 

3. 主電源スイッチで本製品の電源を入れます。 

4. モジュール・インジケーターがメイン画面で緑色に表示されていることを確
認します (図2-5を参照)。  

注記 
モジュール・インジケーターが緑色でない場合は、本製品が入力
モジュールまたはリレー・カードを認識していないことを意味し
ます。第7章のトラブル・シューティングのセクションを参照して
ください。  

 
hlr016.eps 

図 2-5.モジュール・インジケーターの例 
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図 2-6.リレー・カードの取り付け 
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DAQ-STAQ マルチプレクサー接続モジュールの取り付け 
DAQ-STAQ マルチプレクサー接続モジュール（以下マルチプレクサー）を追加す
るには、インターフェース・リレーカードを取り付ける必要があります。必要に
応じて図 2-7 を参照しながら、以下の手順で行なってください。 

インターフェース・リレーカードを取り付けるには： 

1. 本製品の電源を切ります。 

2. プラスチックのフレームを背面パネルに固定している4本のネジを外します。 

3. プラスチック・フレームを取り外します。 

4. アルミ製のスロット・プロテクターをスライドさせて本製品から取り外しま
す。 

5. リレー・カードのレールを慎重にスロット・ガイドに合わせます。 

6. カードがしっかりとはまるまでリレー・カードを本製品の中にゆっくり差し
込みます。  

  注意 

カードを無理にスロットに挿入しないでください。リレー・カード
のレールがスロット・ガイドに正しく挿入されていればカードは簡
単に動かせます。   

7. プラスチック・フレームを取り付け、4本のネジで背面パネルに固定します。 

8. 2 本の信号ケーブルで本製品と DAQ-STAQ マルチプレクサーを接続します。 

9. 本器の電源をオンにします。 

10. モジュール・インジケーターがメイン画面で緑色に表示されていることを確
認します (図2-5を参照)。 

注記 
モジュール・インジケーターが緑色でない場合は、本製品がモジュ
ールを認識していないことを意味します。第7章のトラブル・シュー
ティングのセクションを参照してください。  

インターフェース・リレーカードを取り出すには： 

1. 取り付け手順のステップ 1 ～ 3 を完了します。 

2. インターフェース・リレーカードを引き出します。 

3. アルミ製のスロット・プロテクターをスライドさせて本製品に差し込みます。 

4. プラスチック・フレームを取り付け、6本のネジで背面パネルに固定します。 
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図 2-7.DAQ-STAQ マルチプレクサーの取り付け 
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セキュリティの設定 
本製品には、管理者プロファイルが1つとユーザー・プロファイルが5つありま
す。管理者プロファイルは次の3つの目的で使用されます： 

• 校正係数に対する誤った、または意図しない変更から本製品を保護する。本
製品の校正を行う校正メニューは、管理者プロファイルでしか開くことがで
きません。校正および調整の方法については、1586A Calibration Manual を参
照してください。  

• メモリーのクリアまたは本製品を工場出荷状態にリセットする。第 6 章を参
照してください。 

• ユーザー・プロファイルのパスワードを変更する。 

ユーザー・プロファイルを作成する唯一の目的は、テストを実施したユーザーま
で遡ってたどることができる確実なデータ・ファイルを作成することです (一般
的に、テストのトレーサビリティという)。詳細については、第4章を参照してく
ださい。 

注記  
ユーザー・プロファイル名は固定されており、変更できま
せん。  

本製品は工場からデフォルトの管理者パスワード「1586」で出荷されます。管理
者またはユーザー・プロファイルのパスワードを変更するには： 

1.  を押します。 

2. パスワードの管理をハイライト表示して、を押します。 

3. デフォルトのパスワード1586  (すでに変更されている場合は現在の管理者パ
スワード) を入力してを押します。 

4. 管理者またはユーザーのプロファイルを選択して、を押します。 

5. 新しいパスワードを入力して、を押します。 

6. 確認のためパスワードをもう一度入力して、を押します。 
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概要 
本章では入力を入力モジュールへ配線して、関連するチャンネルを設定する方法
について説明しています。  

入力の配線 

1586-2586 多機能入力モジュール 

1586-2586  多機能入力モジュール (以下、入力モジュール) を使用して、各種の入
力と本製品を接続することができます (図3-
1を参参。各各各モモモモモモモ、温温、抵抵、おおお 電電を測測すすすすモ設測設設な)  DC  20 
個のののののののののモ（ ～ ） と外外シののシ抵抵を使使せせモChX01  ChX20  DC 
電電を測測すす 2 つの低低低電電ののののモ（ ChX21 おおお ） ががががす。 ChX22   

注記 
アクセサリーのシャント抵抗を使用することでチャンネル ChX01～ChX20
にも電流源を接続でき、本製品の機能性をさらに高めることができます。
部品番号および注文情報については、第 6 章を参照してください。 

 
hlr012.eps 

図 3-1. 2 線式、3 線式および 4 線式入力モジュールの接続 
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1586-2588 DAQ-STAQ マルチプレクサー接続モジュール 

1586-2588 DAQ-STAQ マルチプレクサー接続モジュール （以下、「マルチプレ
クサー」）は、様々なタイプの入力をすばやく本製品に配線するために使用する
外付けの、ベンチトップ型アクセサリーです（図3-
2を参参） 。各マモのママママモモモののののののののモ（ ～ChX01  
ChX20） が 個がが、温温、抵抵、おおお 電電を測測すすおす設測すすすとがすすがす。20  DC  

 
hlr040.eps 

図 3-2.2 線式、3 線式および 4 線式でのマルチプレクサーの接続 
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配線についての安全と注意事項 

警告 

感電、火災、人体への被害を防ぐため、次の注意事項を遵守してく

ださい： 

• 任意のチャンネルが危険な電圧源に接続されている場合、アクセ

ス可能なすべてのチャンネルが危険ライブであり、感電の危険が

あると考えてください。 

• 入力源がオフになるまで、危険な入力の内部配線を取り外したり

、手を触れたり、変更したりしないでください。 

• 入力モジュールを開く前に、危険な電圧源との接続を取り外して

ください。 

• 測定の際は、適切な端子、機能およびレンジを使用してください。 

• チャンネル配線の終端が適切に絶縁されており、端子ブロック接

続部の外側にほつれた撚り線が無いことを確認します。 

注意 

本製品の損傷を防ぐため、規定の入力電圧レベルを超えないように
してください。 

「雑音のある」電圧源が存在する環境では、シールドされたワイヤおよびセンサ
ー (熱電対など) を使う必要があります。シールド線を使用する場合のシールド
は通常、各チャンネルの L (低) 入力端子に接続されます。各装置のアプリケー
ションに応じて、異なる構成も検討する必要があります。 



1586A 
ユーザーズ・マニュアル 

3-6 

3 線式および 4 線式センス入力構成 

3 線式 (PRT のみ) および 4 線式の温度センサーを本製品のセンス端子に接続する
と、より正確な抵抗測定が可能になります。  

センス接続がテスト・リードまたはワイヤの抵抗をキャンセルすることで、測定
の確度が大きく向上します。表3-1のように、多くのサーミスター、白金抵抗温
度計 (PRTs) および抵抗は、3 線式または 4 線式センス接続を使ってリード線の
抵抗による誤差を除去します。 

2 線式測定では、リード線は ChX01～ChX20 のソースまたはセンス・チャンネル
どちらに接続しても構いません。3 線式または 4 線式抵抗測定では、ソース線は
チャンネル ChX01～ChX10 に、センス線はソースが接続されている端子の向か
い側の端子 (チャンネル ChX11～ChX20) に接続する必要があります。 

注記 
チャンネル ChX11～ChX20 では、3 線式または 4 線式入力という選
択肢は表示されず、選択することはできません。 

図 3-3 は、リード線を入力モジュールに接続した 4 線式入力 (PRT) の例、および
適切に設定された場合、チャンネル設定メニューでどのように表示されるかを示
しています。  

センス接続を使用するには、ページ3-10の「チャンネルの設定手順」に記載のよ
うに、ソース線が接続されたチャンネルは、3 線式または 4 線式入力として設定
する必要があります。 チャンネルが 3 線式または 4 線式入力として設定される
と、本製品は図3-3のように、向かい側のセンス端子が独立して設定されてしま
わないよう、自動的に予約します。  
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図 3-3.3 線式および 4 線式のチャンネル予約 

入力のタイプおよび配線表 

表 3-1 は、本製品が測定できる入力の種類および入力モジュールの配線の極性の
一覧です。 



1586A 
ユーザーズ・マニュアル 

3-8 

表 3-1.入力の種類 

入力の種類 レンジおよびタイプ 
チャンネル設

定の参照先 
配線の極性 

DC 電圧  レンジ: 0 V～ 50 V ページ3-19  
H

L
V

 

DC 電流 [1] レンジ: 0 mA～100 mA ページ3-19 
H

L
V

 

抵抗 (Ω) 
2 線式または 4 線式

[3] 

レンジ: 0 Ω ～ 100 MΩ 
ページ3-20 

H

L
R

2-Wire 

 

H

L
R

H

L

H

L
R

H

L

 

白金抵抗温度計 
(PRT) 

2 線式、3 線式または 4
線式 

 タイプ： ITS90、CVD
、PT385、PT392  

ページ3-23 

サーミスター 

2 線式または 4 線式 

 タイプ： R(T) [2]
、

2.252 kΩ、5 kΩ、10 kΩ
ページ3-22 

熱電対 

タイプ： B、C、D、

E、G、J、K、L、M
、N、R、S、T、U、

W、 POLY [2] 

ページ3-21 
H

L
 

注記 

[1] − それぞれの入力モジュールには、電流測定専用の端子が 2 セット (mA 21 および mA 22) あります。 

[2] – 特別に特性付けされています。 

[3] − 100 MΩ は、Ch001 にしか接続できません。その他のアナログ・チャンネルは最大 10 MΩです。 

入力の配線方法 

2線線、 線線、がすモ 線線各各の各各モモモモモモの配線配配モつににモ以以の手手おおお図3 4 3-
1を参参しにし ししに。  

警告 

感電、火災、または人体への被害などの危険性を防ぐため、ページ

3-5の配線についての安全および注意事項のセクションをお読みくだ

さい。   

1. 主電源スイッチで本製品の電源をオフにします。 
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2. 入力モジュールの両側にあるタブを押さえて、モジュールを本製品から引き
出します。 

3. マイナス・ドライバーでカバーのロックを解除位置まで回してから、カバー
を開きます。 

 注意 

モジュールの損傷を防ぐため、カバー・ロックは 1/4 回転以上させ
ないでください。   

4. プラスのソース線を H 端子へ、マイナスのソース線を L 端子へ接続します。
3 線式および 4 線式センス接続では、センス線をソース線の真向かいの端子
に接続します。ページ3-6の「センス入力設定」を参照してください。 

5. ストレイン・リリーフ・ピンを通してワイヤを配線し、入力モジュールの後
ろから取り出します。ワイヤを固定するために使用するゴム製のパーツは、
ワイヤの隙間に余裕を持たせるために、必要に応じて取り外すことができま
す。  

6. 入力モジュールのカバーを閉じ、カバー・ロックをロック位置まで回転させ
ます。 

7. 入力モジュールをガイド・レールに合わせ、本製品の背面にあるコネクター
に、正しい位置に収まるまでモジュールを慎重にスライドさせます。  

8. 主電主スススのす本本本の電主ををのモしがす。電主電各電、本本本モ各各モモモモモとの接接を
テスシしがす。各各モモモモモが認認しさすと、モモモモモモ スのモモモモモが緑緑モ変わが、図
3-4のようにチャンネル設定メニューの左側に使用可能なすべてのチャンネル
が表示されます。モジュール・インジケーターが緑色に変わらない場合、第
4 章のトラブル・シューティングに関する情報を参照してください。  

9. チャンネルを設定します。各種入力の設定方法については、ページ3-10の「
チャンネルの設定」を参照してください。   

 
hlr016.eps 

図 3-4.モジュール・インジケーター (入力モジュールを取り付けた状態)  
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チャンネルの設定 
本セクションでは、入力を入力モジュールに接続後、チャンネルを設定する方法
について説明します。 

チャンネル番号について 

チャンネル番号 (Ch) は、入力モジュールの端子セットの番号に対応しています。
入力のチャンネル番号は、図3-5のように、入力モジュールが入っているスロット
の番号 (1、または 2) と、それに続く、入力が接続されている端子の番号 (1～ 22) 
によって決まります。正面パネルの入力は、常にチャンネル Ch001 です。入力の
チャンネル番号がどのように決定されるか、いくつかの例を紹介します： 

• 電圧ソースを入力モジュールの入力端子 4 (04)に接続し、スライドしてスロッ
ト 1 に差し込みます。 この場合、チャンネルは Ch104 です。  

• サーミスターを入力モジュールの入力端子 8 (08) に接続し、スライドしてス
ロット 2 に差し込みます。 この場合、チャンネルは Ch208 です。  

• 電圧ソースを正面パネルの端子に接続します。正面パネルのチャンネルは
Ch001 です。  

表3-2は、チャンネルの種類とチャンネル番号を示しています。 

表 3-2.チャンネルの種類および番号 

チャンネルの種類 
チャンネル番号と

範囲 
参照先 

入力チャンネル (正面パネル) Ch001 

ページ3-18の「アナログ・チャンネルの設定 
(Ch001、Ch102～Ch222)」を参照してくだ

さい。 

入力チャンネル (背面パネル、スロ

ット 1) 
Ch101～Ch122 

入力チャンネル (背面パネル、スロ

ット 2) 
Ch201～Ch222 

デジタル I/O チャンネル Ch401 
ページ3-24の「デジタル I/O チャンネルの設

定(Ch401)」を参照してください。 

トータライザー・チャンネル Ch402 
ページ3-25の「トータライザー・チャンネル

の設定 (Ch402)」を参照してください。 

演算チャンネル Ch501 ～ Ch520 
ページ3-27の「演算チャンネルの設定 
(Ch501 ～ Ch520)」を参照してください。 
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図 3-5.チャンネル割り当ての例 
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基本的なチャンネル操作 

本セクションでは基本的なチャンネル操作について説明します。  

チャンネル設定メニューの表示 

チャンネル設定メニューでは、チャンネルの管理、入力の検証、およびテストの

設定を行うことができます。メニューを開くには、正面パネルのを押しま

す。  

チャンネルを選択するには、および矢印キーを使います。 および  矢印キ

ーを使うと、チャンネルのリストをすばやく上下することができます。 

注記 
スキャンの進行中はチャンネル設定メニューにアクセスすることは
できません。  

表 3-3.チャンネル設定メニュー 

1

4

3 2

5  
hlr017.eps

番号 機能 

 

どのモジュールが接続および登録されているかを示す 2 つのバーからなるモジュール・インジケ

ーター。上部インジケーターはスロット 1 で、下部インジケーターはスロット 2 です。 スロット

にモジュールがある場合、インジケーターは緑色です。スロットが空の場合、インジケーターは

白色です。 

 
チャンネル・ステータスオンのときはチャンネルを設定することができ、チャンネルの左にある

チャンネル・ステータス・インジケーターは緑色です。オフの場合、チャンネル情報は表示され

ず、チャンネル・ステータス・インジケーターは白色です。 

 

使用可能なチャンネルのリスト。チャンネルは入力モジュールのリレー・カードがスロットに取

り付けられている、または DAQ-STAQ マルチプレクサーが接続されている場合にのみリストに

表示されます。例えば、入力モジュールのリレー・カードがスロット 2 に取り付けられていなけ

れば、Ch201～Ch222 はチャンネル・リストに表示されません。 

注記 
Ch001 は常に正面パネルの端子であり、チャンネル・リストに常時、表示され
ます。  
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表 3-3.チャンネル設定メニュー (続き) 

番号 機能 

 
チャンネル・ステータス・インジケーター。チャンネルがオンに設定されている場合、チャンネ

ル・ステータス・インジケーターは緑色です。オフの場合、チャンネル・ステータス・インジケ

ーターは白色です。 

 

チャンネル選択インジケーター。チャンネルが選択されている場合、画面にチャンネル情報が表

示されます。 および  を押すと、1 チャンネルずつ上下に移動します。 または  を押すと、

次のモジュール番号へジャンプします (例えばチャンネル Ch101 からチャンネル Ch201 へジャン

プ)。 

チャンネルをオンまたはオフに設定する 

入力をスキャン、モニター、または記録するには、対応するチャンネルをオンに
し、設定する必要があります。チャンネルがオンになっている状態を、「アクテ
ィブ」といいます。図3-6のように、オンになっている場合はチャンネル・イン
ジケーターが緑色に、オフになっている場合は白色に表示されます。チャンネル
をオンにするには、を押してからを押します。 もう一度、を押
すとチャンネルはオフになります。  

 
hlr006.eps 

図 3-6. チャンネル・ステータス・インジケーター 

チャンネルがオンにされると、以前設定したチャンネル設定が読み込まれます。
まだチャンネルを設定していなかった場合、チャンネルの初期設定が読み込まれ
ます。チャンネルを変更または編集するには: 

1.  を押します。 

2.  または  を押して、チャンネルをハイライト表示します。 
3. を押してチャンネルを編集します。 
4. 必要に応じてチャンネル・ステータスをオンに設定します。  
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チャンネル設定シーケンスが開くので、チャンネルの種類に応じて主要なパラメ
ーターを選択してください。設定シーケンスについては、ページ3-18から始まる
アナログ・チャンネルの設定セクションをご参照ください。  

注記 
設定シーケンスを飛ばしたり、完了する前に終了したりした場合、
設定されなかった手順についてはチャンネルの初期設定が適用され
ます。この設定シーケンス内でしか設定または変更できないチャン
ネル設定があります。  

 または  を使用して設定を選択し、数字キーパッドで値を入力します。パラ
メーターを設定したら、を押して設定を保存します。  

チャンネルの確認 

チャンネルをオンにして、設定が終わると、直接測定を行なってチャンネルが正
しく設定されているか確認することができます。  

チャンネルを確認するには: 

1. 本製品に接続している入力ソースの電源をオンにします。 

2.  を押します。 

3.  または  を押して、チャンネルをハイライト表示します。 

4. チャンネルをオンにします。 

5. を押してチャンネルを編集します。 

6. を押して[チャンネルを確認]メニューを開きます。 

7. 測定結果を評価し、必要に応じてチャンネルをゼロ調整します。「チャンネ

ルのゼロ調整」を参照してください。   

チャンネルのゼロ調整 

アプリケーションによっては、不要なオフセットやノイズを含めずに測定するた
めにチャンネルのゼロ調整が必要な場合があります。ゼロ調整機能は、チャンネ
ル設定メニュー内のソフトキーからチャンネル確認メニューにアクセスしたとこ
ろにあります。本製品はチャンネルをゼロにする際 Mx+B のオフセット値を使
用します。このとき、本製品は測定値をゼロ値に変換するために必要なオフセッ
トを計算し、Mx+B をオンに設定し、計算されたオフセット値を Mx+B 設定に読
み込みます。オフセット値を手動で元の値 (通常、「0」) に戻したり、ゼロ調整
を行う前に Mx+B がオフであった場合はこれをオフに戻したりすることで、ゼ
ロ調整をクリアすることができます。ゼロ・オフセット値は、スキャン・データ
・ファイルに関連付けられた設定ファイルで確認することができます (第 4 章を
参照)。  

注記 
ゼロ調整を実行すると、本製品は Mx+B 設定のカスタムのオフセット
値を上書きします。チャンネルにカスタムの Mx+B オフセットが設定
されている場合、必要に応じて後で参照できるよう、チャンネルをゼ
ロ調整する前にオフセット値のメモを取っておいてください。  

チャンネルをゼロ調整するには: 

1. 本製品に接続している入力ソースの電源をオンにします。 
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2.  を押します。 

3.  または  を押して、チャンネルをハイライト表示します。 

4. を押してチャンネルを編集します。 

5. を押して[チャンネルを確認]メニューを開きます。 

6.  を押してチャンネルをゼロにします。確認メッセージが表示されたら、

このまま続ける場合は OK を、変更せずに前のメニューに戻るにはキャンセ

ルを選択します。OK が選択されたら、本製品は Mx+B をオン にし、計算さ

れたオフセット値を Mx+B オフセット設定に読み込みます。ゼロ機能をクリ

アするには、Mx+B を元の値に戻します。詳細については、ページ3-30の「

Mx+B スケーリング」を参照してください。  

 
hlr060.eps 

図 3-7.ゼロ機能 

チャンネルをコピー 

本製品はコピー＆ペースト機能を使用してチャンネルを複製することができます
。チャンネルが複製されると、すべてのチャンネル設定がコピーされて、新しい
チャンネル番号にペーストされます。「チャンネルをコピー」ソフトキーは、チ
ャンネル設定メニュー内にあります。  

注記 
チャンネルが別のチャンネルにコピーされた場合、コピー先のチャ
ンネルのチャンネル設定は通知なしに上書きされます。誤って上書
きされないようにチャンネルの選択を確認してから OK を押してく
ださい。 

コピー＆ペーストでチャンネルを複製するには: 

1.  を押します。 

2.  または  を押して、チャンネルをハイライト表示します。  
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3. 必要に応じてチャンネルをオンにします。 

4. を押してチャンネルのコピー・メニューを開きます。 

5.  または  を押してチャンネルをハイライト表示してからを押して貼

り付け先のチャンネルを選択します。 

6. を押してチャンネルを貼り付けます。 

チャンネル設定 (設定ファイル) の保存または読み込み 

チャンネルおよびテストの設定は、設定ファイルと呼ばれるファイルに保存でき
ます。設定ファイルを保存する際、本製品は各チャンネルの現在の設定 (Mx+B 
およびアラームを含む) を現在の状態 (オンまたはオフ) で保存します。設定ファ
イルは後で読み出したり、USB ドライブを使用して別の製品に移動したりする
ことができます。設定ファイルの管理および呼び出しはメモリ・メニューの内部
メモリから行ないます。  

注記 
• 設定ファイルの保存や読み込みは、USB ドライブから直接行な

うことはできません。設定ファイルを USB ドライブに保存する
には、ファイルを内部メモリに保存してから USB ドライブにコ
ピーします。USB ドライブから設定ファイルを読み込むには、
ファイルを内部メモリにコピーしてからファイルを読み込みま
す。以下の手順を参照してください。 

• 現在の設定が、設定ファイル内の設定と一致しない場合は、本
製品は設定ファイルを読み込みません。入力モジュールがない
場合に、このようケースが起こります。設定を一致させ、もう
一度設定ファイルを読み込んでください。 

設定ファイルを保存するには:  

1.  を押します。 

2.  を押します。 

3. 画面上の指示に従ってファイルに名前を付け、を押して保存します。  

設定ファイルを USB ドライブに保存するには: 

1. 現在の設定ファイルを内部メモリに保存します。 

2. USB ドライブを正面パネルの USB ポートに挿入します。 

注記 
本製品が USB ドライブを認識するまで 15 秒程お待ちください。
USB ドライブが認識され準備が完了したら、LED が赤色に点灯しま
す。 

3.  を押します。 

4.  を押して、内部ファイルを選択します。 
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5. 設定ファイルを選択してから、を押します。 

6.  および  キーで、コピーするファイルを選択します。 

7.  を押して、ファイルを管理します。 

8.  を押して USB ドライブにコピーします。 

注記 
ファイル転送完了のメッセージが表示されるまで USB ドライブを取
り外さないでください。  

設定ファイルを読み込むには: 

1.  を押します。 

2.  を押して内部ファイルを選択します。 

3. 設定ファイルを選択してから、を押します。 

4.  および  で設定ファイルをハイライト表示します。 

5.  を押して設定ファイルを読み込み、使用します。  

USB ドライブから設定ファイルを読み込むには: 

1. USB ドライブを正面パネルの USB ポートに挿入します。 

注記 
本製品が USB ドライブを認識するまで 15 秒程お待ちください。 

2.  を押します。 

3.  を押して USB ファイルを選択します。 

4. 設定ファイルを選択してから、を押します。 

5.  および  キーで、コピーするファイルを選択します。 

6.  を押して、ファイルを管理します。 

7.  を押して内部メモリにコピーします。 
注記 

ファイル転送完了のメッセージが表示されるまで USB ドライブを取
り外さないでください。 
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チャンネルおよびテスト設定のリセット 

チャンネル設定およびテスト設定全体をリセットするには: 

注記 
リセットするとすべてのチャンネルが初期設定になり、保存されて
いない設定は復元することはできません。  

1.  を 3 秒間、長押しします。 
2. チャンネル設定のリセットを実行するには を、キャンセルするには 

を押します。 

アナログ・チャンネル 設定 (Ch001、Ch101 ～ Ch222) 

アナログ入力を入力モジュールおよび/または正面パネルのコネクターに接続し
た場合、接続している入力の種類に合わせてチャンネルを設定する必要があり
ます。アナログ入力は、チャンネル 101 ～ 122、および チャンネル 201 ～ 222 
です。 以下の手順および本セクションの表を元に、それぞれの入力の種類に合
わせてチャンネルを設定してください。 

以下の注意事項を読み、チャンネル設定に役立ててください: 

• 一度も設定していない新しいチャンネルについては、初めてオンにしたとき

にチャンネルの設定を促す指示が表示されます。この設定手順において、1) 
新しいチャンネルの初期設定を受け入れるか、(2) 以前チャンネルを設定し

たときの設定内容を使用する場合には、キャンセル・ソフトキー () を押

します。 

• チャンネル設定メニューの「チャンネルを編集」ソフトキーでチャンネルを

設定することができます。 
• それぞれのチャンネルにおいて、チャンネル遅延、変化率、測定の表示、お

よび熱電のオープン検出などを個別に設定することができます。これらのオ

プションには、「チャンネルを編集」メニュー内の「チャンネル・オプショ

ン」ソフトキーからアクセスします。チャンネル・オプションの一覧は、入

力の種類によって異なります。 

• チャンネルを設定した後、チャンネル設定メニューの「チャンネルの確認」

ソフトキーで内容を確認してください。これにより、スキャンしてデータを

収集する前に、チャンネルが確実に正しく設定されます。ページ3-14の「チ

ャンネルの確認」を参照してください。  

アナログ・チャンネルを設定するには： 

1.  を押します。 

2. チャンネルをオンにします (ページ3-13の「チャンネルをオンまたはオフに
設定する」を参照)。チャンネルをオンにした際、表3-5のように画面に表示
される手順に従って、チャンネルの初期設定を行なってください。チャンネ
ルが既に設定されている場合は、を押して設定シーケンスをキャンセル
し、前回のチャンネル設定を使用します。  

3. 本セクション内の表を参考にチャンネルを設定します。 または  を押し
てチャンネル設定をハイライトし、を押して設定を編集します。 
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4. チャンネルを設定したら、チャンネルが正しく設定されており、入力を読み
込んでいることを確認します。確認の方法は、ページ3-14の「チャンネルの
確認」を参照してください。 

電流および電圧チャンネル 

表 3-4 を参考に DC 電圧/電流チャンネルを設定します。 

注記  
Ch001 は、すべての測定用に設定することができます。電流の測定
用に設定できるチャンネルは、ChX21 および ChX22 のみです。アク
セサリーのシャント抵抗を使用して電流源を ChX01 ～ ChX20 に接
続することで、本製品の機能性をさらに高めることができます。部
品番号および注文情報については、第 2 章を参照してください。 

表 3-4.電流および電圧チャンネルの設定 

1

2

3

4

5

 
hlr050.eps

番号 機能 

 DC 電圧または DC 電流機能の選択 

 

電圧については、電圧レンジを以下のいずれかに設定します： 自動、100 mV、1 V、10 V、または 
50 V。  

電流については、電流レンジを以下のいずれかに設定します： 自動、100 μA、1 mA、10mA、ま

たは 100 mA。 

 チャンネルを識別するためのラベルを英数字で設定して入力します (任意)。 

 
このチャンネルのアラームを設定します (任意)。ページ3-31の「HI および LO チャンネル・アラー

ム」を参照してください。 

 
Mx+B スケーリングを測定値に適用します (任意)。ページ3-30の「Mx+B スケーリング」を参照して

ください。  
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抵抗チャンネル 

表3-5を参考に抵抗チャンネルを設定します。 

表 3-5.抵抗チャンネルの設定 

1

2

3

4

5

6
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番号 機能 

 抵抗機能の選択。 

 
チャンネルを 2 線式または 4 線式抵抗測定接続に設定します。ページ3-6の「センス入力設定」を参

照してください。 

 
レンジを以下のいずれかに設定します： 自動、100 Ω、1 kΩ、10 kΩ、100 kΩ、1 MΩ または 10 
MΩ。Ch001 は、100 MΩに設定できます。 

 チャンネルを識別するためのラベルを英数字で設定して入力します (任意)。 

 
このチャンネルのアラームを設定します (任意)。ページ3-31の「HI および LO チャンネル・アラー

ム」を参照してください。 

 
Mx+B スケーリングを測定値に適用します (任意)。ページ3-30の「Mx+B スケーリング」を参照して

ください。  
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熱電対チャンネル 

表3-6を参考に熱電対チャンネルを設定します。熱電対タイプ R および S には、補
正用の多項係数を任意で入力することができます。補正式は以下のとおりです： 

32 3210 tCtCtCCV +++=Δ  

ここでは、t は温度 (°C)、ΔV は補正値 (mV) を表しています。補正を使用しな
い場合、係数を 0 に設定します。 

表 3-6.熱電対チャンネルの設定 

1

2

3

4

5

6
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番号 機能 

 熱電対機能の選択。 

 熱電対のタイプを選択します。 

 チャンネルを識別するためのラベルを英数字で設定して入力します (任意)。 

 
このチャンネルのアラームを設定します (任意)。ページ3-31の「HI および LO チャンネル・アラー

ム」を参照してください。 

 
Mx+B スケーリングを測定値に適用します (任意)。ページ3-30の「Mx+B スケーリング」を参照して

ください。  

 
プローブ・ライブラリから熱電対を読み込みます。ページ3-34の「プローブ・ライブラリ」を参照

してください。   
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サーミスター・チャンネル 
表3-7を参考にサーミスター・チャンネルを設定します。R(T) 多項式タイプには
、多項式係数を入力する必要があります。サーミスターの特性多項式は、次の通
りです： 

15.273

1

+
=

t
x  

32 3210 xBxBxBBy +++=  

yR exp=  

ここで、t は温度（°C）を表し、R は抵抗（Ω）を表しています。使用しない
係数は、0 に設定する必要があります。 

表 3-7.サーミスター・チャンネルの設定 

1

2

3

4

5

6

7
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番号 機能 

 サーミスター機能の選択。 

 サーミスターのタイプを選択します。使用可能なタイプ： R(T)、2.252 kΩ、5 kΩ、および 10 kΩ。 

 チャンネルを 2 線式測定接続に設定します。ページ 3-6の「センス入力設定」を参照してください。

 チャンネルを識別するためのラベルを英数字で設定して入力します (任意)。 

 
このチャンネルのアラームを設定します (任意)。ページ3-31の「HI および LO チャンネル・アラー

ム」を参照してください。 

 
Mx+B スケーリングを測定値に適用します (任意)。ページ3-30の「Mx+B スケーリング」を参照して

ください。  

 
プローブ・ライブラリからサーミスターを読み込みます。ページ3-34の「プローブ・ライブラリ」

を参照してください。   
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PRT チャンネル 

表3-8を参考に白金抵抗温度計 (PRT) チャンネルを設定します。ITS-90 タイプに
は、偏差関数の係数を入力する必要があります。係数「A」は、PRT の校正証
明書に示されているとおりの「a7」または「a8」の値に設定しなければなりま
せん。同様に、「B」は「b7」または「b8」に、「C」は「c7」に設定します。
係数がない場合、「0」に設定する必要があります。 

表 3-8.PRT チャンネルの設定 

1

2

3

4

5
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番号 機能 

 PRT 機能の選択。 

 PRT タイプを選択します。使用可能なタイプ： ITS90、CVD、PT-385、および PT-392。 

 
0 °C（CVD、PT-385、または PT-392）または 0.01 °C（ITS-90）での PRT の抵抗値を設定しま

す。 

 
チャンネルを 2 線式、3 線式、または 4 線式測定接続に設定します。ページ3-6の「センス入力設定

」を参照してください。  

 チャンネルを識別するためのラベルを英数字で設定して入力します (任意)。 

 
このチャンネルのアラームを設定します (任意)。ページ3-31の「HI および LO チャンネル・アラー

ム」を参照してください。 

 
Mx+B スケーリングを測定値に適用します (任意)。ページ3-30の「Mx+B スケーリング」を参照して

ください。  

 
プローブ・ライブラリから PRT を読み取ります。ページ3-34の「プローブ・ライブラリ」を参照し

てください。   
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デジタル I/O (DIO) チャンネルの設定 (Ch401) 

本製品は、デジタル 8 ビットのトランジスター - トランジスター・ロジック 
(TTL) 値を検知および出力することができます。この値は 8 ビットの TTL 値とし
て表示され、10 進数の等価な値として保存することができます。これは、図3-8
に示す背面パネルのデジタル I/O コネクター (DIO) で行なわれます。 

本製品は DIO 入力を検知すると、デジタル I/O の状態を 8 ビット TTL 値として
表示し、10 進数に相当する値として記録します。8 ビット TTL 値は、チャンネ
ルのモニター中も確認することができます。本製品が LO の状態を検知するか出
力として使用されるまでの初期状態は HI で、「11111111」と表示されます。8 
ビット TTL 値およびその 10 進数に相当する値を以下に例示します： 

• 11111111 は、10 進数で 255   
• 00001111 は、10 進数で 15 
• 00010001 は、10 進数で 17 
• 10000101 は、10 進数で 133 

注記 
入力および出力電圧などの入出力仕様については、第 1 章の「デジ
タル I/O」を参照してください。 

DIO チャンネルは、オン (アクティブ) に設定されている場合は読み
取り専用です。 

本製品はリモート・コマンドを使って 8 ビット TTL 値を出力することができま
す。詳細については、1586A Remote Programmers Guide を参照してください。 
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図 3-8.DIO コネクター 

以下の手順に従って DIO チャンネルを設定します： 

1. 機器を DIO 入力端子に接続し、背面パネルのデジタル I/O (DIO) ポートに挿

入します。 

2.  を押します。 
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3. チャンネル 401 をオンにします (ページ3-13の「チャンネルをオンまたはオ
フに設定する」を参照)。  

4. 必要に応じてラベルをチャンネルに割り当てます。 

5. DIO を測定するには、スキャン/モニター・メニューでチャンネル Ch401 を
モニターします。8 ビット TTL 値がディスプレイに表示され、相当する 10 
進数の値がデータ・ファイルに記録されます。 

トータライザー・チャンネルの設定 (Ch402) 

本製品には、0 ～ 1048575 まで (20 ビット) の入力カウント機能の付いた単一方
向、リセット可能なトータライザーが内蔵されています。デジタル入力が背面パ
ネルの TOT 入力に接続されていて Ch402 がオンに設定されている場合、本製品
は信号の DC 電圧が HI から LO へ遷移したとき、または接点がグラウンド 
(GND) に閉じたときにカウントします。スキャンが開始されると、TOT カウン
ターは 0 にリセットされます。 トータライザーのカウントは、スキャン・メニ
ューでを押すといつでも手動でリセットできます。 

読み取りモード 

トータライザーの機能には読み取りモードが 2 種類あります。「読み取り」と「
読み取り/リセット」です。このモードはチャンネル設定またはリモート・コマ
ンドから設定することができます。トータライザーの初期モードは、「読み取り
」です。  

読み取りモードでは、スキャン・スイープ中またはリモート・コマンドによる読
み取り時は、カウントには影響がありません。 

読み取り/リセット・モードでは、スキャン・スイープ中またはリモート・コマ
ンドによる読み取り時は、トータライザーのカウントは自動的に 0 にリセットさ
れます。スキャンを一時停止してもカウントには影響がありません。モニター機
能で表示する場合には、トータライザーのカウントはリセットされません。 

デバウンス 

アプリケーションによっては、接点の「跳ね返り」によって 1 本のラインに複数
の信号をもたらす場合があります。フィルターなしでは、本製品は 1 つの閉路に
対して重複したカウントを引き起こす、複数の閉路を検出します。信号をフィル
タリングするために、本製品には信号の跳ね返りを検出して無視できるデバウン
ス機能があります。トータライザー・チャンネル (Ch402) のチャンネル編集機能
でデバウンス (600 Hz) をオンにすることができます。デバウンス機能が無効の
場合、トータライザー入力が対応できる最高周波数は 10 kHz までです。 
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図 3-9.トータライザー入力 (TOT)  
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以下の手順に従ってトータライザー・チャンネルを設定します (表3-9を参照)。 

1. リード線をプラグの TOT 端子に接続し、プラグを背面パネルの DIO/TOT ポ
ートに挿入します。 

2. チャンネルをオンにします (ページ3-13の「チャンネルをオンまたはオフに
設定する」を参照)。チャンネルをオンにした際、表3-9のように画面に表示
される手順に従って、チャンネルの初期設定を行なってください。チャンネ
ルが既に設定されている場合は、を押して設定シーケンスをキャンセル
し、前回のチャンネル設定を使用します。  

3. 表3-9を参考にトータライザー・チャンネルを設定します。 または  を押

してチャンネル設定をハイライト表示し、を押して設定を編集します。 

4. トータライザーのカウントを表示するには、スキャン/モニター・メニューで 
Ch402 をモニターします。 

表 3-9.トータライザー・チャンネルの設定 

1

2

3
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番号 機能 

 チャンネルを識別するためのラベルを英数字で設定して入力します (任意)。 

 読み取りモードの選択。ページ3-25の「読み取りモード」を参照してください。 

 デバウンス機能をオンまたはオフに設定します。ページ3-25の「デバウンス」を参照してください。 
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演算チャンネル設定 (Ch501～Ch520) 

本製品には 20 の演算チャンネルがあり、内蔵の演算機能を単一のチャンネルま
たは一定の範囲のチャンネルに適用することができます。表3-10には、使用可能
な演算機能が列記されています。  

演算チャンネルは一般的に、マニュアルの計算作業を省き、自動で測定値を合成
して 1 つの数字として表示するために使用されます。その他すべてのチャンネル
と同様に、演算チャンネルはスキャンおよび記録することができます。 

演算チャンネルの別の使用法は、Mx+B スケーリングよりも高度な演算変換を単
一のチャンネルに適用することです。例えば、トランスデューサーの出力の物理
パラメーターへのより正確な変換などが挙げられます。 

他の 2 つの演算チャンネルからの計算を使って、より複雑な数式を作成すること
ができます。例えば、ある入力チャンネルの多項式関数を計算するように設定さ
れた別の演算チャンネルの指数関数を計算するよう、また別の演算チャンネルを
設定することができます。 

表 3-10.演算チャンネルの手法 

手法 方程式 説明 

多項式 
C6A

6 + C5A
5 + C4A

4 + C3A
3 

+ C2A
2 + C1A + C0 

6 次までの多項式を計算します。係数は任意の定数に設

定できます。6 次未満の多項式は、高い次数の係数を 0 
に設定して作成します。 

平方根 A  
平方根関数を計算します。引数は正の数でなければなり

ません。正でないと、結果が「+OL」 (オーバー・リミ

ット) になります。 

累乗 Ax 
変数の累乗を計算します。指数は整数である必要はあ

りませんが、引数が負の場合は結果が「+OL」になり

ます。 

指数 eA 
変数の指数関数を計算します。ここで、「e」は 2.718 
です。 

Log10 Log10(A) 

10 を底とする変数の対数を計算します。引数は正の数

である必要があり、そうでない場合は結果が「+OL」に

なります。この手法は倍率が 20 の Mx+B とともに使用

して読み値をデシベルに変換する場合に役立ちます。 

|A| ABS(A) 
負の数であれば値を正の数に変換して、変数の絶対値を

計算します。絶対値関数は、別の演算チャンネルへの引

数が必ず正になるようにする際に役立ちます。 
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表 3-10.演算チャンネルの手法 (続き) 

手法 方程式 説明 

1 / A 1 / A 
変数の逆数を計算します。引数を 0 にすることはでき

ず、0 にすると結果が「+OL」になります。 

A + B A + B 
2 つのソース・チャンネルの読み値を加算します。2 つ
以上の独立変数の方程式を作成するのに役立ちます。 

A – B A – B 2 つのソース・チャンネルの読み値の差を計算します。

A x B A x B 
2 つのソース・チャンネルの読み値を乗算します。ある

チャンネルの電圧の読み値と別のチャンネルの電流の読

み値から電力を計算するのに役立ちます。 

A / B A / B 

あるソース・チャンネルの読み値を別のチャンネルの読

み値で割ります。これは関連する 2 つのパラメーターの

比を観察するのに役立ちます。引数を 0 にすることはで

きず、0 にすると結果が「+OL」になります。 

平均 [1] 
A1 + A2 + A3… 

N 
選択したチャンネルの読み値の算術平均を計算します。

最大値 [1] なし 選択したチャンネルの中で最大の読み値を見つけます。

最小値 [1] なし 選択したチャンネルの中で最小の読み値を見つけます。

合計 [1] A1 + A2 + A3… 選択したチャンネルの読み値の合計を計算します。 

注記 

[1] - 最大 10 個のチャンネルを計算することができます。 

以下の手順に従って演算チャンネルを設定します (表3-11を参照)： 

1. 演算を適用する 1 つまたは複数のチャンネルを接続して設定します。  

2. チャンネルをオンにします (ページ3-13の「チャンネルをオンまたはオフに
設定する」を参照)。チャンネルをオンにした際、表3-11のように画面に表示
される手順に従って、チャンネルの初期設定を行なってください。チャンネ
ルが既に設定されている場合は、を押して設定シーケンスをキャンセル
し、前回のチャンネル設定を使用します。  

3. 表3-11を参考に演算チャンネルを設定します。 または  を押してチャン
ネル設定をハイライト表示し、を押して設定を編集します。 
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表 3-11.演算チャンネルの設定 

1

2

3

4

5

6

7
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 演算手法の選択。 

 1 つ目の成分となるチャンネル「A」のチャンネル選択。 

 

2 つ目の成分となるチャンネル「B」のチャンネル選択。 

注記 

この例ではチャンネル「A」と「B」だけが表示されています。これは、和演算の手法で合成す

るチャンネルは 2 つだけだからです。ソース・チャンネルが 1 つしかない手法もあれば、2 チャ

ンネル以上使える手法もあります。 

 測定値に関連付ける固有の単位を設定します。 

 チャンネルを識別するためのラベルを英数字で設定して入力します (任意)。 

 
このチャンネルのアラームを設定します (任意)。ページ3-31の「HI および LO チャンネル・アラー

ム」を参照してください。 

 
Mx+B スケーリングを測定値に適用します (任意)。ページ3-30の「Mx+B スケーリング」を参照して

ください。  
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Mx+B、アラーム、およびチャンネル・オプション 
以下のセクションでは、Mx+B スケーリング、チャンネル・アラームの設定、そ
の他のチャンネル設定オプションの適用について説明します。  

Mx+B スケーリング 

Mx+B は、チャンネルの測定値をスケーリングするための計算です。この機能
は、入力の測定値を異なる単位または値に変換して出力をシミュレートするよ
うなアプリケーションに役立ちます。一般的なスケーリング変換は以下のとお
りです： 

• 圧力トランスデューサーのミリアンペア出力を同等の kPa または psi 値へス

ケーリングする。  

• 温度の読み値を摂氏からケルビンへ変換する。 

• シャント抵抗の電圧を電流 (アンペア) へ変換する。 
Mx+B を計算する際、「M」の値は「ゲイン」と呼ばれ、実際の読み値への乗数
として使います。ゲインを計算した後に、「B」の値つまり「オフセット」が計
算結果に追加されます。  

例えば、チャンネルが 3 ボルトの電圧を測定し、そのゲインが 3.3 に設定されて
いる場合、画面上の測定値は 9.9 ボルトになります (3 V * ゲイン 3.3 = 9.9 V)。こ
こでオフセットがゲインに追加されます。オフセットが 11.0 に設定されていた
場合、それが 9.9 ボルトに追加され、画面上の読み値は 20.9 ボルトになります 
(9.9 V + オフセット 11.0 = 20.9 V)。 

その他の例： 

(ゲイン 6.9 * 20 mA) + オフセット 16.0 = 154 kPa 
(ゲイン 1.0 * 25.0 °C) + オフセット 273.15 = 298.15 K 
(ゲイン 10.0 * 0.32 V) + オフセット 0.0 = 3.2 A 

Mx+B メニューでは、必要であればスケーリングされた測定値を正確に表示する
ために、新しい単位を指定することができます。Mx+B がオンに設定されていれ
ば、この単位は画面上に表示され、スキャン・データに記録されます。Mx+B が
オフに設定されると、指定した単位は元の単位に戻ります。チャンネルに Mx+B 
スケーリングが適用されている場合、[Mx+B] アイコンが測定値の横にある単位
の上に表示されます。  

注記 
スケールされた値が大きすぎる場合、「OL」 (オーバーロード) が表
示されます。ゲインまたはオフセットを調整してもう一度実行して
ください。 
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本製品はオフセット値を使用してチャンネルをゼロ調整します。このとき、本製
品は測定値をゼロ値に変換するために必要なオフセットを計算し、Mx+B をオン
に設定し、計算されたオフセット値を Mx+B 設定に読み込みます。オフセット
値を手動で元の値 (通常、「0」) に戻したり、ゼロ調整を行う前に Mx+B がオフ
であった場合はこれをオフに戻したりすることで、ゼロ調整をクリアすることが
できます。チャンネルをゼロにする方法については、ページ3-14 の「チャンネ
ルのゼロ調整」を参照してください。 

Mx+B スケーリングをチャンネルに適用するには: 

1.  を押します。 

2.  または  を押して、チャンネルをハイライト表示します。  

3. 必要に応じてチャンネルをオンに設定します。 

4. を押してチャンネルを編集します。 

5. Mx+B を選択してを押します。 

6. ゲインおよびオフセット値を入力し、必要に応じて単位を設定します。完了

したら、を押して前のメニューに戻ります。  

7. チャンネルを確認します。スケーリングされたチャンネルが予期しない結果

を示した場合 (ゼロまたは「OL」等)： 

• 正しいゲインとオフセット値が設定されていることを確認します。 

• 入力されたゲインとオフセット値での結果を手動で計算します。本セク
ションの例を参照してください。 

• 一時的にゲインを 1 およびオフセットを 0 に設定して、測定値が予期さ
れる範囲内にあることを確認します。配線やレンジの間違い、または選
択した機能により予期しない測定値が表示される場合があります。 

HI および LO チャンネル アラーム 

各チャンネルには、測定値が高 (HI) または低 (LO) のリミット設定を超えたとき
に作動するアラームを 2 つ、任意の値に設定することができます。アラームが作
動すると、画面上の測定値は赤色に変わり、測定値が正常範囲に戻るまで赤色の
ままになります。 

可視の表示に加え、チャンネル・アラームは背面パネルの 6 つのアラーム出力
のうち 1 つにつなげることができます (図3-10および図3-11を参照)。1 つのアラ
ーム出力に複数のチャンネルを割り当てることができます。アラームが作動す
ると、アラーム出力は LO 状態の信号 (<0.7 V dc) を出力します。この機能は一
般的に、チャンネル・アラームが作動すると音が鳴る外部オーディオ・アラー
ムに接続するために使われます。  

チャンネル・アラームを設定するには： 

1.  を押します。 

2.  または  を押してチャンネルをハイライト表示し、を押します。 

3.  または  を押して アラームをハイライト表示し、を押します。 

4. アラーム 1 またはアラーム 2 を選択し、を押します。 
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5. 高または低をハイライト表示させてから、を押します。 

6. 数値キーパッドを使ってリミット値 (設定ポイント) を入力します。 

7. アラーム出力をオンにするには： 

a. 出力をハイライト表示させてから、を押します。 

b. そのチャンネルに割り当てるアラームをハイライト表示させてから、
を押します。 

 
hlr049.eps 

図 3-10.背面パネルのアラーム出力 

 
hlr041.eps 

図 3-11.アラーム出力の例 
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チャンネル遅延 

チャンネル遅延とは測定時間を遅延させることで、それぞれのチャンネルに個別
に設定して測定を遅延させることができます。チャンネル遅延は様々なアプリケ
ーションで使用できますが、ソース・インピーダンス、または回路の静電容量が
高い場合に特に便利です。このような場合にチャンネル遅延を使用すると、測定
が行われる前に入力信号を安定させることができます。これにより測定の確度が
高まります。  

チャンネル遅延が設定されると、本製品はチャンネルのリレーが切り替わった後
に遅延を挿入し、チャンネルを測定する前にチャンネル遅延時間が経過するまで
待機します。チャンネル遅延は秒の単位で設定することができ、初期設定は 0 秒
です。  

チャンネル遅延を設定するには： 

1.  を押します。 

2.  または  を押してチャンネルをハイライト表示し、を押します。 

3. を押してチャンネル・オプション・メニューを開きます。 

4. チャンネル遅延を選択してから、を押します。 

5. 任意のチャンネル遅延を設定します。遅延時間は 1 ミリ秒の刻み幅で 1 ミリ
秒 ～ 600 秒まで手入力で設定できます。  

変化率 

変化率とは、時間の経過とともに測定値が変化した量を示す統計的な計算です。
変化率はスキャン・メニューの統計/グラフ・エリアに表示されます。チャンネ
ル・オプション・メニューの変化率設定で、スケーリングを毎秒 (/s) または毎分 
(/min) に設定します。 

注記 
特に変更されていなければ、毎分 (/min) がスケーリングの初期設定
です。 

変化率を決定するにあたって、本製品は選択したチャンネルにおいて異なる時間
に測定された 2 つの読み値を比較します。最初に本製品は 2 つの読み値の差を計
算し、次にサンプル間の秒単位の時間差で割ります。その結果にタイム・ベース
を秒単位 (毎分の場合 60) で乗算し、変化率を決定します。 

注記 
チャンネルが 10 秒に 1 回より頻繁にサンプリングされている場合、
約 10 秒離れている 2 つの読み値が選択されます。読み値の間隔が 
10 秒以上の場合、最新の 2 つの読み値が使用されます。 

チャンネルの変化率のタイム・ベースを変更するには： 

1.  を押します。 

2.  または  を押してチャンネルをハイライト表示し、を押します。 

3.  を押してチャンネル・オプション・メニューを開きます。 

4. 変化率を選択してを押します。 

5. 毎秒または毎分を選択してから、を押します。 
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測定結果の表示 

チャンネル・オプション・メニュー内の、この設定を使用して温度センサーの測
定のタイプを変更します。使用可能なオプションは、選択されるチャンネルタイ
プにより変わります。選択肢： 
• 熱電対チャンネルの場合は温度またはそれに相当する補正 mV 
• PRT およびサーミスター・チャンネルの温度または抵抗 

オープンの検出 

チャンネル・オプションにあるこの設定を使うと、プローブの回路がオープンで
あることを本装置が自動的に検出します。この設定は、熱電対チャンネルでのみ
表示されます。 

プローブ・ライブラリ 
プローブ・ライブラリ機能では、サーミスター、熱電対、および PRT をロード
してその係数とともにメモリーに簡単に保存することができます。プローブ・ラ
イブラリ・メニューでは、新しい温度プローブの入力、プローブの変更、および
チャンネルへのプローブの割り当てが可能です。プローブ・ライブラリは、チャ
ンネル機能の編集時にを使ってアクセスできます。図 3-12 を参照してくだ
さい。  

 
hlr069.eps 

図 3-12. プローブ・ライブラリ 

新しい温度プローブを入力するには： 

1.  を押します。 

2.  または  を押してチャンネルをハイライト表示し、を押します。 

3.  または  を押して機能を選択し、を押します。 

4.  を押してプローブ・ライブラリを開きます。 
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5. を押して新しい温度プローブを入力します。 

6. ラベルを選択してを押してカスタムラベルを設定するか、を押して
チャンネルからラベルを読み込みます。 

7. 機能を選択し、 を押して変更します。オンスクリーンのオプションを使
って温度プローブを設定します。  

8. 機能とラベルを設定したら、を押して保存します。 

温度プローブを編集するには： 

1.  を押します。 

2.  または  を押してチャンネルをハイライト表示し、を押します。 

3.  または  を押して機能を選択し、を押します。 

4.  を押してプローブ・ライブラリを開きます。 

5. またはを押してリストにある温度プローブをハイライト表示させ、
を押して編集します。 

6. ラベルを選択してを押し、ラベルを変更します。 

7. 機能を選択し、 を押して変更します。オンスクリーンのオプションを使
ってプローブを設定します。  

8. 機能とラベルを設定したら、を押して変更を保存します。 

チャンネルを温度プローブに割り当てるには： 

1.  を押します。 

2.  または  を押してチャンネルをハイライト表示し、を押します。 

3.  または  を押して機能を選択し、を押します。 

4.  を押してプローブ・ライブラリを開きます。  

5. またはを押してリストにある温度プローブをハイライト表示させ、
を押して表示されたチャンネルに割り当てます。 
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概要 
本章では、スキャン、モニター、および記録機能について説明します。 

スキャン 
スキャンは各チャンネルを順番に測定する機能であり、一時的にデータを画面上
に表示したり、記録機能が有効になっている場合はファイルに記録したりするこ
とができます (ページ4-19の記録を参照)。スキャンは手動で開始することも、ま
たは内部あるいは外部トリガーによって開始することもできます。本製品は、ア
クティブなチャンネルを順番に、テスト設定ファイルの指示通りに測定してスキ
ャンします (ページ4-6の「スキャンの設定」を参照)。  

注記 
モニターは、スキャンの進行中に単一チャンネルの測定データを表
示する機能です (ページ4-15の「モニター」を参照)。モニター機能
を使用しても実行中のスキャンが中断されることはなく、完了した
直近のスキャン・サイクルからの測定データのみを表示します。 

スキャンを行なうためには、適切なチャンネルがアクティブになっており、被試
験器 (UUT) が接続されて準備ができていなければなりません。これらの手順が
完了したら、スキャン/モニター・メニューからスキャンを開始することができ
ます。テスト設定メニューの「自動記録」がオンに設定されている場合、スキャ
ンが開始されるとスキャン・データを自動的に記録します。オフに設定されてい
る場合は、測定データをファイルに記録するには記録キー () を押してくだ
さい。スキャン・データはメモリに保存され、PC に移動して Microsoft Excel で
表示することができます (ページ4-20の「測定データを PC で確認」を参照)。 

スキャンの進行中も、すべてのチャンネルの測定値や統計値はスキャンを中断す
ることなく表またはグラフに表示することができます (図4-4を参照)。スキャン
停止後も、このスキャン・データは一時メモリに保持され、新しいスキャンが始
まるまで利用可能です。 
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図 4-1.スキャン・データ 

スキャン・メニューでは、スキャンの制御およびスキャン・データの確認が可能
です。スキャン・メニューには、スキャンの状態と進行状況を簡単に確認できる
ステータス・インジケーターも表示されます。表4-1はスキャン・メニューの画
面で、ステータス・インジケーターおよびこのメニューから実行できる機能につ
いて説明しています。スキャン・メニューを開くには、正面パネルのを押
します。 

表 4-1.スキャン・メニュー 

1

5

4

3

6

7891011

2
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番号 機能 

 
「テストの設定」で設定されたトリガーのタイプを表示します。トリガー・タイプは、スキャン

をいつ開始および停止するかを決定します。ページ4-7の「トリガー・タイプ」を参照してくだ

さい。  
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表 4-1.スキャン・メニュー (続き) 

番号 機能 

 

スキャンの進行中に、あらかじめ設定されたチャンネル・アラームのいずれかが作動した場合に

表示されるマスター・アラーム・インジケーター。どのアラームが作動しているか確認するには

、スキャン・メニューのを押してチャンネル・データを開きます。アラームが作動すると、

[1]または[2]アイコンがチャンネルの横に表示され、作動したアラームを示します。 

 
スキャンを開始した時間を表示します。最初のスキャンが開始されるまで、このフィールドは空

白です。 

 
スキャンの状態を示します。このフィールドには、スキャンが進行中の場合は「スキャン中」、

一時停止中は「一時停止」、トリガー待ちの場合「待機中」、スキャンが停止された場合「非ア

クティブ」と表示されます。  

 スキャン開始後、スキャンのスイープが完了した回数を表示します。 

 
トリガー・ソースがタイマー、アラームまたは外部の場合にのみ表示されるカウントダウン・タ

イマー。 

 
スキャン・スイープの合間に単一チャンネルの測定を行なうモニター機能を開きます。ページ

4-15の「モニター」を参照してください。 

 
測定データをグラフ表示できるグラフ機能を開きます。グラフの倍率は変更可能です。ページ

4-14の「測定値のグラフ化」を参照してください。 

 
各チャンネルの最新のサンプルを、統計値とともにスプレッド・シートで表示します。ページ

4-12の「スキャン・データおよび統計の表示」を参照してください。 

 
開始後のスキャンを一時停止します。このソフトキーは、スキャンが行なわれていないときは表

示されません。  

 スキャンを開始または停止します。ページ4-11の「スキャンの開始」を参照してください。 

スキャンのタイミングとサンプリングについて 

スキャンが開始されると、本製品はアクティブなチャンネルをそれぞれ昇順にス
キャンおよび測定 (サンプリング) します。チャンネルのサンプリングにかかる時
間は、測定機能、ユーザーがプログラムしたチャンネルの遅延時間、およびスキ
ャンのサンプル・レートによります。チャンネルのサンプリング時間の合計で 1
サイクルのフル・スキャン完了にかかる時間が決まり、これはスイープ時間と呼
ばれます。スキャン・プロセスの状態については、図4-2を参照してください。  

チャンネルのサンプリング時間およびスキャン・スイープ時間は、チャンネルお
よびテストの設定によります。以下に、これらの時間がどのように影響を受ける
かについて記します： 

• チャンネルのサンプリングの最短時間は、サンプル・レート設定および測定
機能によります。 

• チャンネルのサンプリング時間には、通常の使用条件下で確度仕様を満たす
ために、ADC サンプルの前に必要なセトリング遅延が含まれます。表4-4は
、各パラメーターの種類およびレンジに固有の内部セトリング遅延の一覧で
す。 

• 条件によっては、長時間のセトリング時間を許容できるよう、チャンネルの
遅延時間の追加が必要な場合があります。詳細については、第 3 章の「チャ
ンネル遅延」を参照してください。  
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• チャンネルのサンプリング時間の合計は、最短のサンプル時間にユーザーが
プログラムしたチャンネル遅延を加えた時間です。チャンネル遅延が長けれ
ば長いほど、チャンネルをサンプリングする時間も長くなります。 

• スキャン・スイープ時間の合計は、スキャンされるすべてのチャンネルのサ
ンプリング時間の合計です。スキャン・スイープは、その前のスキャン・ス
イープがまだ進行中でなければ、選択されているトリガー・ソースが有効に
なったときに開始します (ページ4-7の「トリガー・タイプ」を参照)。 

• スキャン・スイープが発生する間隔は、トリガー・タイプをタイマーにプロ
グラミングして間隔時間を設定することにより固定できます。 

 
hlr057.eps 

図 4-2.スキャン・スイープの図解 

スキャンの設定 

スキャンの設定は、チャンネル設定メニューのテスト設定メニューから行ないま
す (を押してを押す)。本セクションでは、スキャンの設定を行なう上
で必要な、テスト設定メニューの各パラメーターについて説明しています。図4-
3に、テスト設定メニューを示します。 
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図 4-3.テスト設定メニューの例 

トリガー・タイプ  

トリガー・タイプによって、スキャンを開始および停止するタイミングと方法が
決まります。トリガー・タイプには 4 種類あります： 

注記 
スキャン数が 0 に設定されている場合、またはスキャン間隔がスキ
ャン・スイープ時間よりも短い場合は、スキャンが停止されるかメ
モリを使い切るまでスキャンが繰り返されます。  

• インターバル (間隔)は、ユーザーが定義した間隔でスキャンを行ないます。こ
のトリガーは、スキャン/モニター・メニューにある正面パネルのソフトキー
を押して開始します。スキャンの回数 (スキャン・カウント) およびスキャン
頻度 (間隔) を設定します。 

• 外部は、デジタル I/O ポートの TRIG 入力が LO 状態を検出したらスキャンが
開始されるように設定します。インターバル・トリガー同様、スキャンする
回数 (スキャン・カウント) およびスキャン間の時間 (間隔) を手入力で設定し
ます。 

• アラームは、モニターしているチャンネルの HI または LO アラームが作動し
た場合にスキャンを開始するように設定します。 インターバル・トリガー同
様、スキャンする回数 (スキャン・カウント) およびスキャン間の時間 (間隔) 
を手入力で設定します。 

• 手動は、正面パネルのスキャン/モニター・キーが押された場合にのみスキャ
ンされるように設定します。このトリガー・タイプでは、キーを押したとき
にスキャンする回数 (スキャン・カウント) は設定しますが、インターバル（
間隔）はマニュアルのキー操作に依るため、間隔の設定はありません。 

• 自動化テストは、ユーザー設定によるテスト手順を、ユーザーのマニュアル操
作なしに実行できます。詳細については、ページ4-16の「自動化テスト」を
参照してください。  
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自動記録 

自動記録機能は、記録プロセスを自動化します。自動記録がオンに設定されてい
る場合、スキャンが開始されると本製品は自動的にスキャン・データをファイル
に記録します。 オフに設定されている場合、記録を開始するためにはを押
してください。 

ファイル送信先 

スキャン・データは、内部メモリまたは USB ドライブに保存することができま
す。「内部」に設定した場合、スキャン・データは内部の不揮発性メモリに保存
されます。「USB」 に設定した場合、スキャン・データは正面パネルの USB ポ
ートに接続された USB ドライブに保存されます。 

注記 
USB ドライブに直接保存されたスキャン・データは、メモリ・メニュ
ーから確認することはできません。ただし、USB ドライブの使用可能
なメモリの量はメモリ・メニューから確認することができます。USB
ドライブのスキャン・データ・ファイルを操作するには、USB ドライ
ブを PC に接続し、「スキャン」という名前のフォルダを開きます。
ページ4-20の「測定データを PC で確認」を参照してください。 

サンプル・レート 

マのマモモ マモシモ、ののののモがスチののしさす速温を設測しがす。高速モ設測しす場場、本本本モ
そさそさのののののモを非非モ速し スチののすすすす、測測測の速に変変をモをモモすすすとがすすが
す。しししスチのの速温が高速すがすすす測測測を微微微すす時時が不不不となが、測測不測設が 桁1
失わさすすとモなががす。例ええ、がす温温の測測測が低速しと 22.41 ºC、高速すモ22.4 
ºCとなががす。   

注記 
サンプル・レートと、高度なチャンネル・オプションであるチャン
ネル遅延および変化率とを混同しないようにしてください。詳細に
ついては、「スキャンのタイミングとサンプリングについて」を参
照してください。  

3 つのサンプル・レートは次の通りです： 高速、中速、および低速。表4-2は、
入力の種類およびレンジ別のサンプリング速度を示しています。 
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表 4-2.スキャンのサンプル・レート 

機能 レンジまたは CJC タイプ 
サンプリング時間 (秒) 

高速 中速 低速 

PRT 
400 Ω レンジ 0.08 1.00 4.00 

4 k Ω レンジ 0.20 1.00 4.00 

サーミスタ

ー 
2.2 k、90k Ω レンジ 1.00 1.00 4.00 

1 M レンジ 1.00 1.00 4.00 

熱電対 内部 CJC 0.08 [1] 1.00 4.00 

外部 CJC 0.08 [2] 1.00 4.00 

固定 CJC 0.08 [2] 1.00 4.00 

 V DC 100 mV、1 V、および 10 V 0.08 1.00 4.00 

50 V 0.20 1.00 4.00 

mA DC すべてのレンジ 0.10 1.00 4.00 

抵抗 100、1k Ω レンジ  0.10 1.00 4.00 

10k、100k Ω レンジ  0.20 1.00 4.00 

1 M レンジ  1.00 1.00 4.00 

10M、100M Ω レンジ  1.00 2.00 4.00 

注記 

[1] - 中速および低速については CJC のサンプル時間が含まれますが、高速については CJC (0.05 s) のサンプル時間は

含まれませんます。 

[2] - オープンの検出が有効な場合、0.02 s を追加します。 

データ・セキュリティ 

データ・セキュリティは、テストを実施したユーザーまでたどることができるト
レーサブルなデータ・ファイルを保護するために使用されます (通常、テストの
トレーサビリティという)。これはテスト・データが偽造、変更、あるいは改ざ
んされておらず、権限を備えた有資格者により作成されたことを保証する手段が
要求されるアプリケーションおよびテスト環境において必要となります。  
「テストの設定」メニューのデータ・セキュリティ設定がオンになっている場合
、スキャンを開始して記録する前にユーザー・プロファイルを選択し、そのプロ
ファイルのパスワードを入力する必要があります。ユーザー・プロファイル番号
とテスト情報を含むスキャン・データ・ファイルに、そのユーザー情報が記録さ
れます。スキャン・データ・ファイルの詳細については、ページ4-19の「記録」
を参照してください。 管理者パスワードまたはユーザー・プロファイル・パス
ワードの変更方法については、第 2 章の「管理者およびユーザー・パスワードの
変更」を参照してください。 
データ・セキュリティがオンの場合、設定ファイルも保護されます。データ・セ
キュリティがオンの状態で作成された設定ファイルは、許可されたユーザー以外
による変更または削除はできません。 

注記 
ゲストとしてスキャンを開始した場合、ユーザーは「ゲスト」とし
て記録され、データ・ファイルは正式な、トレーサブルなファイル
とはみなされません。 
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温度単位 

これは製品全体に関わる設定で、温度単位を摂氏または華氏のどちらで表示する
かを決定します。  

注記 
• 製品を使用する地域によっては、この設定を華氏に変更する機

能が使用できないことがあります。 

• 温度単位が変更された場合、温度チャンネルの Mx+B およびア
ラーム設定はリセットされます。 

チャンネルを合わせる 

チャンネルの調整機能により、測定されたセンサー間のオフセットが互いに、ま
た参照チャンネルに対してゼロになるように、参照チャンネルを指定して他のチ
ャンネルの値を調整することができます。これは、選択したチャンネルが参照チ
ャンネルと一致するように、自動的に Mx+B オフセットを適用することで実現
されます。  

この機能は通常、温度測定で使用されます。例えば、完全に校正された参照プロ
ーブを、250.52 °C を指すチャンバーに他のプローブとともに入れたとします。校
正された参照温度プローブのチャンネルが参照チャンネルになるよう調整機能で
設定します。次に現在 250.52 °C、250.68 °C、250.71 °C、250.33 °C を指している
他の 4 つのプローブのチャンネルが、参照チャンネルと揃うように設定します。
こうすると、表示値が参照温度プローブと同じになるように本製品は Mx+B オフ
セットを計算してその他のプローブに適用します。その結果、4 つのプローブは
全て 250.52 °C を指すようになります。 

参照チャンネルに合わせるには: 

1.  を押します。 

2.  を押します。 

3.  を押します。 

4. およびで参照値となるチャンネルを選択し、次にを押します。 

5.  およびでチャンネルをハイライト表示し、次にを押して設定または
設定解除します。調整されるチャンネルとして複数のチャンネルを選択する
ことができます。  

6. を押してチャンネルを調整します。本製品は参照チャンネルおよび選択
されたチャンネルの測定を行ない、Mx+B 関数を使ってこれらのチャンネル
を参照チャンネルに合わせます。 
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停電時のスキャンの自動再開 

スキャンの進行中に本製品の主電源が失われた場合、主電源がオンになったとき
にスキャンを再開するように設定することができます。この機能は、「電源喪失
からの復旧」と呼ばれます。  

注記 
この設定は、テスト設定メニューでなく装置設定メニューにありま
す。 

新たにスキャンを開始した場合とは異なり、主電源が失われた時に記録されてい
たファイルに記録を再開します。  

この機能をオンにするには: 

1.  を押します。 

2. または を押してスキャンを再開をハイライト表示し、次にを押しま
す。 

3. オンに設定して、を押します。 

基本的なスキャン手順 

スキャンの開始 

スキャンを開始するには: 

注記  
一旦スキャンを開始すると、「チャンネル設定」または「装置の設
定」メニューにアクセスするには、先にスキャンを一時停止または
停止しなければなりません。  

1. テストの設定を行います。ページ4-6の「スキャンの設定」を参照してくださ
い。   

2. スキャンするチャンネルをすべてオンに設定します。 第 3 章の「チャンネル
をオンまたはオフに設定する」を参照してください。 

3.  を押します。 

4. 以下のように、スキャンを開始します: 

• トリガー・タイプがインターバル (間隔)の場合: を押してスキャンを

開始します。スキャン・サイクルが全て完了すると自動的に停止します

。いつでも、再度を押してテストを停止、またはを押して一時

停止することができます。自動記録がオフに設定されている場合、

を押してデータを記録します。  

• トリガー・タイプが外部の場合: を押してスキャンを開始します。ス

キャンは背面パネルのトリガー入力が Low 状態のときにトリガーされま

す。Low が検出されるとスキャン・スイープが開始され、間隔設定によ

り指示された通り実行されます。スキャンをトリガーした Low 状態が解

除されると、本製品は実行中のスキャンを終了してから停止し、次の外

部トリガーを待ちます。 
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• トリガー・タイプがアラームの場合: アラームが作動するとスキャン・ス

イープがトリガーされます。これを行うには、「テストの設定」のトリ

ガー・タイプでアラームを選択し、トリガーとなるチャンネルを指定し

ます。スキャンが開始されると、本製品は自動的にアラーム・トリガー

として指定されたチャンネルのモニターを開始します。アラームが作動

すると、スキャン・スイープが始まり、「テストの設定」で指示された

通り実行します。スキャン・スイープはアラームが作動している限り継

続します。アラームが作動しなくなると、本製品は進行中のスキャンを

終了し、次のアラームの作動を待ちます。 

a. 上記のように適切なチャンネル・アラームを設定します。  

b. を押してからを押し、スキャンを開始します。 

• トリガー・タイプが手動の場合: を押してスキャンを開始します。ス

キャンを 1 サイクルを実行し、停止します。もう 1 サイクル実行するに

は、再度を押してください。いつでも、再度を押してテストを

停止、またはを押して一時停止することができます。自動記録がオ

フに設定されている場合、を押してデータを記録します。 

• 自動化テストトリガー・タイプについては：を押してからを押

し、テストを開始します。本製品は設定ポイントの情報を読み取り、設定

ポイントのパラメーター（設定ポイント、許容値、安定性、およびソーク

時間）が条件を満たすと自動的にスキャン・スイープを開始します。「コ

ントロール・ソース」パラメーターがオンに設定されていて本製品が外部

熱源に接続されている場合、温度はユーザーが設定しなくても自動的に設

定されます。スキャンは、各設定ポイントのスキャン数設定で設定された

回数繰り返されます。 

スキャン・データおよび統計値の表示 

スキャン・データ機能により、直近のスキャン・スイープのデータを表示するこ
とができます (図4-4を参照)。この機能はスキャン・メニューにあります (
を押してから、を押す)。このメニューのデータはリアルタイムで更新され
ます。スキャン・データ・メニューから、統計メニューを開いて各チャンネルの
最小値、最大値、平均値、および標準偏差等の統計値を表示することができます 
(表4-3を参照)。  

チャンネルに Mx+B が適用されている場合、[Mx+B]アイコンがチャンネル番号の
横に表示されます。アラームが作動すると、アラームの番号がチャンネルの横に
赤いアイコンで表示され、測定値も赤くなります。図 4-4 を参照してください。 
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図 4-4.スキャン・データ 

表 4-3.スキャンの統計 

統計 説明 

最大値 測定の最大値です。 

最小値 測定の最小値です。 

平均値 すべての測定値の平均値です。 

標準偏差 
データ一式の平均からのばらつきの度合いです。データがばらついているほど、

標準偏差も大きくなります。  

p-p 最大値と最小値の差です。 

変化率 読み値が時間とともに変化した度合いです。 

スキャン・データを表示するには: 

1. スキャンを開始します。ページ4-11の「スキャンの開始」を参照してください。 

2. を押してスキャン・データ・メニューを開きます。メニューが開いたら、を
押すと他のチャンネルを表示することができます。  

3. チャンネルの統計値を表示するには、を押します。 

4. 選択可能な統計値を表示するには、を押します。 
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測定値のグラフ化 

スキャン機能には測定データをグラフで表示できるグラフ機能があります。この
機能はスキャン・メニュー内にあります (を押して、を押す)。画面上
に全ての情報が表示されるよう、グラフの縮尺は自動的に調整されます。図4-5
に示すように、正面パネルの矢印キーでグラフを操作してデータをより見やすく
することができます。 

注記 
1 度にグラフ化できるチャンネルの最大数は 4 つです。 

複数の異種入力 (温度とミリアンペアなど) のチャンネルを選択する
と、同じ単位を共有しないためグラフが読みにくくなる場合があり
ます。これを防ぐには、同じ種類の入力チャンネルのみを選択する
か一度に表示するチャンネルは 1 つにします。  

H

J

I

K
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図 4-5. グラフ機能 

測定データをグラフ表示するには: 

1.  を押します。 

2. を押してグラフを表示します。チャンネルをグラフ表示するには、お
よびでチャンネルを選択してから、を押して選択または選択を解除し
ます。その他のグラフ・メニューを表示するには、を押します。 
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モニター 
モニター機能では、スキャン・スイープの合い間に単一チャンネルの測定をする
ことができます。さらに、スキャンが開始してからの統計および測定データのグ
ラフを表示することができます。チャンネルをモニターするには、スキャン・メ
ニューのを押します。スキャンが進行中の場合、直近の測定の読み値が画面
上に表示されます。スキャンが進行中でない場合は、リアルタイムの測定値が表
示されます。 
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図 4-6.モニター・メニュー 

チャンネルをモニターするには: 

1. スキャンするチャンネルをすべてオンに設定します。第 3 章の「チャンネル
をオンまたはオフに設定する」を参照してください。  

2.  を押します。 

3. を押してモニター・メニューを開きます。1 つ目のアクティブなチャン
ネルが表示されます。 

4. またはを押してチャンネルを切り替えます。 
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自動テスト 

概要 

本製品には自動テストという機能があります。この機能は、温度プローブ（
UUT）と校正済みの参照温度プローブとの比較校正を外部熱源（熱源）と連動
して動作します。  

Fluke Calibration のドライウエル、マイクロバス、または液体バスなどの熱源と
接続して制御すると、テストの完全自動化が可能です。この構成では、本製品は
背面パネルの RS-232 接続を介して設定ポイントを熱源に伝えます（図4-7を参照
）。これにより熱源が制御され、設定ポイントの温度に設定されます。本製品に
接続されている参照温度プローブの測定値が設定ポイントのすべてのパラメータ
ー（許容値、安定度、およびソーク時間）を満たしている場合、本製品は自動的
に次の設定ポイントを伝達します。この手順は、すべての設定ポイントが完了す
るまで繰り返されます。   

注記 
自動テストには「コントロール・ソース」設定があり、オンまたはオ
フに切り換えることができます。この設定がオフになっていると、熱
源の温度を手動で設定する必要があります。  

UUT

Temperature
Source

Control Output Reference
Probe

Example 
Temperature
Control
Source
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図 4-7.外部温度ソース制御 
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自動化テストの設定 

自動テストは、テスト設定メニューで設定されるトリガー・タイプです。「自動
化テスト」の設定で、一連の温度設定ポイントを独自に設定して、ユーザーが何
も操作しなくても実行されるテスト・シーケンスを選択することができます。自
動化テストの設定については、表4-4を参照してください。 

表 4-4. 自動化テストの設定 

1

2

4

6

5

7

8

10

9

11

3
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番号 機能 

 各設定ポイントにおけるスキャン・スイープを繰り返し回数を設定します。 

 

テスト・シーケンスを設定します。選択肢： 

リニア – このスキャン・シーケンスでは、1 つ目の参照チャンネル（Ref1）、次に有効なすべて

のチャンネルを昇順に、そしてもしあれば 2 つ目の参照チャンネル（Ref2）をスキャンします。

例： Ref1 > Ch102 > Ch103 > Ch104 > Ref2  

交互参照 – このスキャン・シーケンスでは、1 つ目の参照チャンネル（Ref1）、次に単一のチャ

ンネルを、そしてもしあれば 2 つ目の参照チャンネル（Ref2）をスキャンします。これが、その

他すべての有効なチャンネルに対して繰り返します。例： Ref1> Ch102 > Ref2 > Ref1 > Ch103 
> Ref2 > Ref1 > Ch104 > Ref2 

アップ/ダウン – このスキャン・シーケンスでは、1 つ目の参照チャンネル（Ref1）、次に有効

なすべてのチャンネルを昇順に、そしてもしあれば 2 つ目のチャンネル（Ref2）をスキャンしま

す。その後ただちに逆の降順に測定を繰り返します。例： Ref1 > Ch102 > Ch103 > Ch104 > 
Ref2 > Ref2 > Ch104 > Ch103 > Ch102 > Ref1 

 
参照温度プローブを接続する参照チャンネルを設定します。参照チャンネル 1 は必須、参照チャ

ンネル 2 は任意です。 
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表4-4. 自動化テストの設定（続き） 

番号 機能 

 外部熱源に接続する背面パネルのコントロール・ソースをオンまたはオフにします。 

 ターゲット温度（設定ポイントという）を設定します。 

 
設定ポイント付近の許容帯を設定します。例えば、 20 °C の許容値が設定された場合、許容範囲

は 20 °C setC 設定ポイントに対して 3 3 °C となります。スキャンを実行するためには、参照温

度プローブの温度がこの範囲内に収まらなくてはなりません。 

 

温度安定度の設定ポイントを設定します。安定度は、温度がソーク時間の間に安定範囲内にある

場合に達成されます。  

例： 100 °C の設定ポイントを次のパラメーターに設定したとします：安定度 0.05 °C、ソーク時

間 10 分。許容値が範囲（項目を参照）内にあり、測定値の p-p 値が 10 分間 0.05 °C 未満であ

れば、本製品はスキャン・スイープを開始します (安定度が 0.05 °C でソーク時間が 10 分のため

)。 

 
スキャンが開始する前にプログラムされた各設定ポイント温度が維持される時間（分単位）を設

定します。温度が指定の安定度の範囲に落ち着くと、時間がカウントされ始めます。 

 新しい設定ポイントを作成します。 

 
設定ポイント・リストに位置を指定して新しい設定ポイントを挿入します。新しい設定ポイント

が選択された設定ポイントの上に挿入されます。  

 設定ポイント・リスト。 

外部熱源への接続 

外部熱源（以下、「熱源」という）を次のように接続します： 

1. アクセサリーの RS-232 ケーブルを本製品背面パネルの熱源出力端子に接続
します。もう一方の端を熱源に接続します。ケーブルはクロス（ヌル・モデ
ム）・タイプでなければなりません。 

2.  を押します。矢印を使って、熱源を選択し、を押します。 

3. または矢印キーを使って、熱源のボー・レートを選択し、を押しま
す。 

注記  
ボー・レートについては、熱源のマニュアルを参照してください。 
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記録 
記録機能では、スキャンまたは DMM 測定の結果をファイルに保存し、PC に移
動してさらに詳しく検証することができます。本製品がデータを記録していると
き、記録キーが点灯し、画面の上部に「記録中」の文字が表示されます。キー
が点灯して画面上に「記録中」の文字が表示されている限り、データが記録され
ます。 

注記 
スキャンは結果を記録しなくても完了できます。その場合、データ
は一時メモリに保存され、次にスキャンが開始されたとき、または
一時メモリがいっぱい (約 60,000 読み値) になったとき上書きされま
す。 

測定データの記録 

スキャン機能における記録キーの働きは「テストの設定」メニューの自動記録設
定に依存します。オンに設定されている場合、本製品はスキャンを開始すると自
動的にスキャン・データを記録します。オフに設定されている場合は、スキャン
を開始してからを押さないとスキャン・データはファイルに記録されませ
ん。  

注記 
自動記録はスキャン/モニター機能でのみ使用される機能で、測定
/DMM 機能では使用できません。測定を記録するには、「テストの
設定」メニューの自動記録設定にかかわらず、を押して DMM
または測定データの記録を開始します。  

データが記録されるたびに、検索および操作が簡単にできるよう、固有のタイム
・スタンプが付いた新しいデータ・フォルダが作成されます (「PC でデータ・
ファイルを開く」を参照)。スキャンにより作成されたデータ・ファイルは、「
scan」フォルダに、DMM データ・ファイルは「dmm」フォルダに、測定データ
ファイルは「meas」フォルダに保存されます。 

注記 
USB ドライブに直接保存されたスキャン・データ、測定データまた
は DMM データは、メモリ・メニューから確認することはできませ
ん。ただし、USB ドライブの使用可能なメモリの容量はメモリ・メ
ニューから確認することができます。USB ドライブのスキャン・デ
ータ・ファイルを操作するには、USB ドライブを PC に接続し、「
scan」、「meas」、または「dmm」という名前のフォルダを開きま
す。 
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記録データのメモリ消費 

記録されたスキャン・データによるメモリの消費量は、記録されたチャンネルの
数と完了したスキャン・サイクルの回数により異なります。メモリ消費量を予測
するには、表4-5の情報を参照してください。正面パネルからの DMM 記録につ
いては、1GB のメモリを消費するのに約 400 時間かかります。  

表 4-5. スキャン・データ・メモリの使用 

記録されたチャンネル 
スキャンごとに使用されるバイ

ト数 
1GB に達するまでのスキャン・

サイクル概数 

20 チャンネル 320 バイト 3,125,000 スキャン・サイクル 

40 チャンネル 600 バイト 1,666,000 スキャンサイクル 

60 チャンネル 880 バイト 1,136,000 スキャン・サイクル 

測定データを PC で確認 

記録されたスキャンが終了したら、データ・ファイルを PC に移動して、結果を
Microsoft Excel で表示することができます。PC 上でデータ・ファイルを開くに
は: 

1. PC に移動するデータを USB ドライブに入れます。データ・ファイルが内部
メモリにある場合、ファイルを USB ドライブにコピーします。USB に直接
記録するようにスキャンが設定されている場合、データ・ファイルはすでに
USB ドライブにあるため何もする必要はありません。 

2. USB ドライブを正面パネルから取り外して、PC の USB ポートに差し込みま
す。  

3. スタート・メニューを開いて「コンピューター」を検索し、コンピュータ・
ドライブ・マネージャを開きます (下図を参照)。  

 

4. USB ドライブをダブルクリックし、内容を確認します。  

5. 以下のようにデータ・フォルダ内を検索します (フォルダ構造の例について
は、図4-9を参照)： 

a. fluke フォルダをダブルクリックします。 
b. 1586A フォルダをダブルクリックします。 
c. データの記録に使用された製品の製造番号をダブルクリックします。本

例では、12345678 が製品の製造番号です。 
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d. data フォルダをダブルクリックします。  
e. スキャン・データ・ファイルを表示するには scan フォルダを、DMM デー

タ・ファイルを表示するには DMM フォルダをダブルクリックします。デ
ータ・ファイルは、スキャンまたは測定が記録されたときのタイムスタン
プが付いた名前のフォルダに保存されます。このファイルの命名規則は、
図4-8に示されています。 

2012   11   07  _  12   36   10   316
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図 4-8.スキャン・データ・ファイルの命名規則 

6. 開くファイルを選び、ダブルクリックします。タイムスタンプの付いたデー
タ・フォルダには以下のような 2 種類のカンマ区切り値 (.csv) ファイルがあ
ります: setup.csv および dat00001.csv。setup.csv ファイルには、データが記
録されたときに設定されたテスト・パラメーターがすべて含まれています。
dat00001.csv には、記録された測定データがすべて含まれています。図 4-9 
を参照してください。 

注記 
行数が 65535 を超えると、本製品は新しいデータ・ファイルを作成
します。例えば、Dat00001.csv がいっぱいになると、Dat00002.csv 
が作成されます。 
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図 4-9. Setup.csv および Dat00001.csv ファイル 

Setup CSV ファイルの読み方 

setup.csv 内の 6 つのセクションについて、以下のセクションで説明します。 

一般的な情報 

スプレッドシートのこのセクションには、開始時間やオペレーターなど、実施さ
れたスキャンについての一般的な情報が記載されています。  

 

装置の情報 
スプレッドシートのこのセクションには、以下のように、製造番号や最終校正日
など本製品についての一般的な情報が記載されています。このセクションには使
用された入力モジュールの構成も示されています。 
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アナログ・チャンネル 
スプレッドシートのこのセクションには、下図のように、記録された各アナログ
・チャンネルの設定情報が記載されています。  

  

デジタル・チャンネル 
スプレッドシートのこのセクションには、下図のように、DIO チャンネルおよび
TOT チャンネルの設定情報が記載されています。 

 

演算チャンネル 

スプレッドシートのこのセクションには、下図のように、演算チャンネルの設定
情報が記載されています。  

 

「テストの設定」パラメーター 
スプレッドシートのこのセクションには、下図のように、スキャンを実行する際
に使用されたテストの設定について記載されています。 
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データ CSV ファイルの読み方 

dat00001.csv ファイルには、スキャンによる測定データが記載されています。各
行はスキャン・スイープ 1 回の測定データからなり、スイープが完了したときの
時刻が記載されています。テストおよびチャンネルがどのように設定されていた
かを確認するには、setup.csv ファイルの情報を確認してください (「Setup.csv フ
ァイルの読み方」を参照)。  

すべての測定値は、Microsoft Excel のセルの書式設定オプションを使って簡単に
記数法を切り替えることができます。 下記はスプレッドシートの一例です。 
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概要 
本章では本製品の 測定/DMM 機能の操作方法について説明しています。   

測定機能について 
測定機能では、ユーザーは一つのチャンネルを用いすばやい測定ができます。こ

の機能を使用するには、正面パネルのを押してください。測定機能はモニ

ター機能と同じように動作し、同じグラフ作成および統計機能があります。この

機能の使い方については、第 4 章の「モニター」のセクションを参照してくださ

い。 

測定機能を使うには、まずチャンネル設定（第 3 章を参照）でチャンネルを設

定する必要があります「チャンネル設定」で設定しオンにセットしたチャンネ

ルは、測定モードで測定するためにすぐに選択することができます。選択され

たチャンネルは、連続して測定することができます。トリガー・ソースは無視

されます。 

DMM 機能について 
DMM 機能とは、テスト・リードを正面パネルに素早く接続して電圧、抵抗、電
流、および温度を測定することができるデジタル・マルチメーター機能です。
DMM 機能を使用するために正面パネルのチャンネルをチャンネル設定で設定す
る必要はありません。この機能を使用するには、を押してからを押し
ます。 測定機能に戻るには、を押してオプション・メニューを表示してか
ら、を押します。測定が行われると測定値が画面上に表示され、ファイルに
記録することもできます。記録されたファイルは、DMM データ・ファイルと呼
ばれます。  

注記 
DMM 機能は本製品の独立した機能で、チャンネル・リストのチャン
ネル 001 の構成情報を読んだり共有したりすることはありません。例
えば DMM 機能を使っても、チャンネル設定メニューのチャンネ
ル 001 を自動的に構成し、オンに設定することはありません。 

図 5-1 は、正面パネル入力構成の例を示しています。  

X
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図 5-1.正面パネルの電圧接続例 
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入力タイプの選択とレンジ調整 
DMM メニューには、測定の種類を選択し、正面パネル入力を設定する 4 つのソ
フトキーがあります。ソフトキーを押すと、入力をひと通り設定するのに必要な
情報の入力を促されます。入力が設定された後で測定レンジを調整するには、正
面パネルの および キーを押して利用可能なレンジを選択します。および
を押すとサンプル・レートを決定するレート設定を調整できます。 

 
hlr043.eps 

図 5-2.入力機能の選択 

相対測定 
DMM 機能には、相対測定を行なうことができる相対機能があります。相対測定
とは、基準となる測定値に対する変化量です。 

相対測定を行なうには正面パネルから測定を行い、REL ソフトキーを押します 
()。本製品が測定を行ない、図5-3に示すように基準となる測定値として表示
を停止させます。 この時点以降に行なった測定結果は相対測定値と呼ばれ、基
準となる測定値を上回る、または下回る量として表示されます。REL 機能が有
効な場合、レンジは自動的にロックされます。 

相対測定を行なうには： 

1.  を押します。 

2. を押して DMM メニューを開きます。 

3. 入力を設定します。 

4.  を押してチャンネル・オプションを表示します。 

5. 正面パネルから測定します。測定値が安定してから、(REL) を押して基
準値をセットします。 

6. 以降の読み値を相対測定値として観察します。 
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図 5-3.相対測定 

測定値のグラフ化 
DMM には測定データをグラフ表示できるグラフ機能があります。グラフには、
ディスプレイ上でデータを評価することができる履歴モードやライブ・モードの
機能があります。グラフを開くと、すべての情報がディスプレイにフィットする
ように、自動的に縮尺が調整されます。データを絞り込むために、図5-4に示す
ような矢印キーでグラフを操作することができます。 
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図 5-4.グラフ機能 

測定データをグラフ表示するには： 

1.  を押します。 

2. を押して DMM メニューを開きます。 

3. 入力を設定します。 
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4. を押してチャンネル・オプションを表示します。 

5. を押してグラフを表示します。 および  を使用して拡大および縮小
します。履歴データを表示するには、を押して履歴モードとライブ・モ
ードを切り替えます。履歴モードでは、 および  を使用してグラフを左右
に移動できます。  

測定値の統計 
DMM には、測定値の統計値を表示できる統計機能があります。表5-1に、使用
可能な統計値の種類と概略説明を一覧表示しています。統計値はキーを押
すか、統計値がリセットされたときに開始されます。  
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図 5-5.DMM の統計 

表 5-1.統計 

統計値 説明 

最大値 測定値の最大値です。 

最小値 測定の最小値です。 

平均値 すべての測定値の平均値です。 

標準偏差 データ全体の平均値からのばらつきの度合いです。データがばらついているほど

、偏差偏差は大きくなります。 

サンプル･サイズ 統計計算で使用される読み値の数です。 

変化率 読み値が時間とともに変化した度合いです。 

ピークトゥピーク 最大値と最小値の差です。 

統計データを表示するには： 

1.  を押します。 

2. を押して DMM メニューを開きます。 

3. 入力を設定します。 

4. を押してチャンネル・オプションを表示します。 

5. を押して統計値を表示します。を押して高度な統計値を表示します。
統計データをリセットするには、を押します。 
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概要 
本章では、本製品の清掃、メモリーのリセット、および本製品背面のヒューズを
交換する方法について説明しています。 

本製品の清掃 
本製品を清掃するには、水または刺激の少ない洗剤で軽く湿らせた布で装置を拭
きます。芳香族炭素、塩素系溶剤、またはメタノール・ベースの液体は使わない
でください。 

ヒューズの交換 
本製品には過電流から製品を保護するヒューズがあります。選択した電圧に応じ
たヒューズが必要になります。表 6-1を参照してください。 

警告 

感電、火災、人身への傷害を防ぐため、指定された交換部品のみを

使用してください。 

表 6-1.ヒューズ  

電圧セレクター ヒューズ Fluke 部品番号 

100 V 0.25 A, 250 V (遅断型) 166306 

120V 0.25 A, 250 V (遅断型) 166306 

220 V 0.125 A, 250 V (遅断型) 166488 

240V 0.125 A, 250 V (遅断型) 166488 

次の手順に従ってヒューズを交換します (図6-1参照) ： 

1. 電源入力モジュールから主電源コードを外します。  

2. 電源入力モジュールを開き、ヒューズ・ホルダーを取り外します。  

3. 表6-1に記載されている正規のヒューズと交換します。 
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図 6-1. ヒューズの交換 

メモリーのリセットおよび工場出荷状態へのリセット 
本製品には、メモリーからデータを削除し、本製品をリセットするメモリー・リ
セット機能が 2 つあります： 
「全ファイル消去」と「工場リセット」です。機能の比較については、表6-
2を参照してください。 

注記 
すべてのメモリーのリセット機能を使うには、管理者パスワードが
必要です。  

表 6-2.メモリー・クリア機能の比較 

処理内容 全ファイル消去 工場リセット 

テスト設定ファイル、DMM 
データ・ファイル、およびスキャン・データ・ファイルを内部 

メモリーから削除します。
[1] 

•  

チャンネル設定、テスト設定、および機器設定の構成設定をクリアします。
[2]

 • 

注記: 

[1] – USB ドライブのデータは削除しません。 

[2] – MAC アドレス、製造番号、校正、時刻、管理者またはユーザー・パスワードはリセットされません。 
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すべてのファイルを消去するには： 

1.  を押します。 

2.  を押します。 

3.  を押します。 

4. 管理者パスワードを入力して、を押します。 

5. を押して確定します。 

本製品を工場出荷状態にリセットするには： 

1.  を押します。 

2.  を押します。 

3. 管理者パスワードを入力して、を押します。 

ユーザー交換可能な部品とアクセサリー 
表6-
3は、本製品においてユーザー交換が可能な部品またはアクセサリーの部品番号
リストです。  

表 6-3.ユーザー交換可能な部品とアクセサリー 

部品番号 名称  数量 

Fluke へ確認 トランジット・ケース  1 

Fluke へ確認 1586A 用 OPC サーバー・ソフトウェア  1 

Fluke へ確認 1586A 用 DIO/アラーム・コネクター 1 

4298499 USB ケーブル 1 

4121552 USB ドライブ (4 GB)  1 

4298486 RS-232ケーブル 1 

2675487 884X-ETH イーサネット・インターフェース・ケーブル、1 メートル 1 

3980562 TL71 テスト･リード・セット 1 

4281980 ゴム製保護カバー (前) 1 

4281971 ゴム製保護カバー (後) 1 

4281998 ハンドル 1 

4308745 保護用スロット・カバー 1 

166306  ヒューズ 0.25A, 250V (遅断型)[2] 1 

166488  ヒューズ 0.125A, 250V (遅断型)[2] 1 

Fluke へ確認 リレー・カード 1 [1] 

Fluke へ確認 1586A 高容量インプット・モジュール 1 [1] 

注記: 

[1] – 品目の数量は、注文されたキットまたはモデルにより異なる場合があります。 

[2] – 正規の交換部品のみを使用してください。 
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概要 
本章ではエラー・メッセージ、および本製品のトラブル・シューティングについ
ての情報を提供します。  

エラー・メッセージ 
エラー・メッセージは本製品に生じた問題の診断に役立ちます。エラー・メッセ
ージには、エラー・コードとメッセージが含まれています。エラー・メッセージ
がディスプレイに表示された場合は、問題を解決するために表7-1の情報をご確
認ください。  

表 7-1. エラー・メッセージ 

エラー・コード エラー・メッセージ 原因と解決方法 

エラー -350 
キューのオーバーフ

ロー 

原因： 16 個を超えるエラーが発生したためエラー・ 

キューが満杯である。 

解決方法： エラー・キューは *CLS (状態をクリア) コマン 

ド、または電源を入れ直すとクリアされます。キューを読み

出したときも本エラーはクリアされます。 

エラー -224 
不正なパラメーター

値 

原因： このコマンドに対して有効な選択ではないパラメータ

ー 

を受け取った。 

解決方法： 無効なパラメーター値が使用されています。パ

ラ 

メーター値を確認してもう一度実行します。 

エラー -222 レンジ外のデータ 

原因： 数値パラメーターの値がこのコマンドに対して有効 

な範囲外にある。  

解決方法： パラメーター値を確認してもう一度実行します。

エラー -213 
INIT が無視されまし

た 

原因： INITiate コマンドを受け取ったが、すでにスキャンが

進行中であったため実行できなかった。 

解決方法： ABORt コマンドを送信して進行中のスキャンを 

中止します。 

エラー -211 
トリガーが無視され

ました 

原因： 装置がスキャンしているときに 2 つ以上のトリガー 

を受け取った。 

解決方法： 適切なトリガー・タイプが選択されていること

を 

確認します。問題が解決しない場合、トリガーが発生する速 

度を遅くします。  

エラー -171 無効な数式 

原因： 数式データの要素が無効。これは、括弧が一致しない

、また 

は文字化けが原因の可能性があります。 

解決方法： パラメーター値を確認してもう一度実行します。
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表 7-1.エラー・メッセージ (続き) 

エラー・コード エラー・メッセージ 原因と解決方法 

エラー -161 無効なブロック・データ 

原因： 期待されたブロック・データの要素が無効で 

あった。例えば、データ長が満たされる前に END  

メッセージを受け取った。 

解決方法： コマンドをチェックしてもう一度実行します。 

エラー -151 無効な文字列データ 

原因： 無効な文字列データを受信した。 

解決方法： 文字列が引用符で囲まれていることを 

確認し、その文字列が有効な ASCII 文字で構成され 

ていることを確認します。 

エラー -144 文字データが長すぎます 

原因： 文字データが 250 文字を超えている。 

解決方法： パラメーター値を確認してもう一度実行 

します。 

エラー -123 指数が大きすぎます 

原因： このコマンドには大きすぎる指数を持つ数値 

パラメーターが見つかった。 

解決方法：パラメーター値を確認してもう一度実行します。 

エラー -113 ヘッダーが定義されていません 

原因： この装置には有効でないコマンドを受け取った。 

解決方法： 入力されたコマンドがスペルミス、または 

有効なコマンドでなかった可能性があります。コマン 

ドの短縮形を使用する場合、最大 4 文字まで含むこと 

ができます。二重コロンも確認してください。  

エラー -109 パラメーターが見つかりません 

原因： 受け取ったパラメーターの数が、このコマンドで 

必要とされるものより少ない。 

解決方法： このコマンドに必要な 1 つまたはそれ以上の 

パラメーターが含まれていません。パラメーター値を確認 

して、もう一度実行します。 

エラー -108 パラメーターが許可されていません

原因： このコマンドで要求される以上のパラメーターを 

受け取った。 

解決方法： そのコマンドで必要とされていない、余分な 

パラメーターがコマンドに含まれている可能性がありま 

す。パラメーター値を確認して、もう一度実行します。 

エラー -104 データ・タイプ・エラー 
原因：コマンド文字列に無効なデータ・タイプが見つかった。

解決方法： パラメーター値を確認してもう一度実行します。 
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表 7-1.エラー・メッセージ (続き) 

エラー・コード エラー・メッセージ 原因と解決方法 

エラー -102 構文エラー 

原因： コマンド文字列に無効な構文が見つかった。

解決方法： パラメーター値を確認してもう一度実 

行します。 

エラー 0 エラーなし 
原因： エラー・キューが空。必要なアクションは 

ありません。 

エラー 100 ACK キューが一杯です 

原因： GX ACK キューのオーバーフロー。 

注記 

GX は、「Guard Crossing」の略で、Inguard  

と Outguard 間の通信リンクです。 

解決方法： 装置が GX を再起動します。 

エラー 101 Inguard が反応していません (受信) 
原因： Inguard が反応しない (受信)。 

解決方法： 装置が GX を再起動します。 

エラー 102 Inguard との同期が失われました 
原因： Inguard との同期が失われた。 

解決方法： 装置が GX を再起動します。 

エラー 103 Inguard が反応していません (送信) 
原因： Inguard が反応しない (送信)。 

解決方法： 装置が GX を再起動します。 

エラー 104 大きすぎるパケットの受信 
原因： 大きすぎるパケットを受信した。 

解決方法： このパケットは自動的に無視されます。

エラー 105 GX CRC エラー 

原因： CRC エラーが検出された。 

解決方法： ユーザーによるアクションは不要です

。このパケッ 

トは自動的に無視されます。 

エラー 106 ACK 番号の誤り 

原因： 予期しない ACK 番号の ACK パケットを受

信した。 

解決方法： ユーザーによるアクションは不要です

。装置が GX を再起動します。 

エラー 107 情報パケットの受信;リンクが非アクティブ

原因： INFO パケットを受信したが、通信が設定さ

れていない。 

解決方法： ユーザーによるアクションは不要で

す。 このパケットは自動的に無視されます。 

エラー 108 不明な制御バイト 

原因： 不明な制御バイトを持つパケットを受信し

た。 

解決方法： ユーザーによるアクションは不要です。 
装置が GX を再起動します。 
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表 7-1.エラー・メッセージ (続き) 

エラー・コード エラー・メッセージ 原因と解決方法 

エラー 109 不明な ACK バイト 

原因： 受信したパケットが、ACK ではない。 

解決方法： ユーザーによるアクションは不要です。 

 装置が GX を再起動します。 

エラー 110 品質インジケーターが低すぎます

原因： GX の品質が低い。 

解決方法： ユーザーによるアクションは不要です。 

装置が GX を再起動します。 

エラー 111 GX 再開 

原因： GX が反応しない。 

解決方法： ユーザーによるアクションは不要です。 

装置が GX を再起動します。 

エラー 200 A/D 変換のタイムアウト 

原因： A/D 変換のタイムアウト。 

解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生 

した場合は、Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 201 電源周波数のエラー検出 

原因： 電源周波数が範囲外。 

解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生し 

た場合は、Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 202 A2 メモリ・エラー 

原因： A2 ボードのメモリーにアクセスできなかったか、メモリ 

ーのチェックサム・エラーが検出された。 

解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した 

場合は、Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 203 
スロット 1 モジュールのメモリ

・エラー 

原因： スロット 1 のモジュールのメモリーにアクセスで 

きなかったか、メモリーのチェックサム・エラーが検出された。 

解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した 

場合は、Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 204 
スロット 2 モジュールのメモリ

・エラー 

原因： スロット 2 のモジュールのメモリーにアクセスできなか

ったか、メ 

モリーのチェックサム・エラーが検出された。 

解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した場合は、

Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 
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表 7-1.エラー・メッセージ (続き) 

エラー・コード エラー・メッセージ 原因と解決方法 

エラー 207 スロット 1 のリレーのリセットができま

せんでした 
原因： チャンネルが切り替えられたときにリレー 
がリセットされなかった。 
解決方法： 電源を入れ直して、もう一度実行し 
ます。再びエラーが発生した場合は、リレー・ 
カードを修理する必要があるため、Fluke までお 
問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 208 スロット 2 のリレーのリセットができま

せんでした 

エラー 209 スロット 3 のリレーのリセットができま

せんでした 

エラー 210 冷接点温度の読み取りエラー（スロット 
1） 

原因： CJC 温度をスロット 1 の外部モジュール 
から読むことができない。 
解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが 
発生した場合は、リレー・カードを修理する必 
要があるため、Fluke までお問い合わせください  
(第 1 章を参照)。 

エラー 211 冷接点温度の読み取りエラー（スロット 
2） 

原因： CJC 温度をスロット 2 の外部モジュール 
から読むことができない。 
解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが 
発生した場合は、リレー・カードを修理する必 
要があるため、Fluke までお問い合わせください 
 (第 1 章を参照)。 

エラー 260 ChXXXへの構成コピー・エラー 原因： コピー機能のエラー。 
解決方法： チャンネル・リストを確認して、 
選択されたすべてのチャンネルが正しく設定 
されていることを確認します。  

エラー 300 無効な手順 

原因： CALibrate:STARt コマンドで誤った校 
正手順が指定されたか、CALibrate:STARt コマ 
ンドの MAIN のスペルミス。 
解決方法： パラメーター値を確認してもう一 
度実行します。 

エラー 301 無効な手順のステップ 

原因： CALibrate:STARt コマンドで誤った、ま 
たはスペルミスによる校正ステップが指定された。 
解決方法： パラメーター値を確認してもう一度 
実行します。 

エラー 302 実行中にステップの変更はできません 

原因： 校正操作の進行中に無効な CALibrate:STARt  
を受信した。 
解決方法： CALibrate:ABORt を送信して進行中の校 
正手順を中止します。 

エラー 303 無効な開始ポイント 

原因： CALibrate:STARt コマンドで指定されたステッ

プは、 
その機能またはレ 
ンジの開始点でなければならず、中間ステップから校

正手 順を開始するのは無効である。 
解決方法：開始ポイントを確認して、もう一度実行し

ます。 

エラー 304 無効な参照単位 

原因： CALibrate:NEXT コマンドが予期しない単位で受

信された。 
解決方法：パラメーター値を確認してもう一度実行し

ます。 

エラー 305 入力値が範囲外 

原因： CALibrate:NEXT コマンドが受信されたが、基準

値が範囲外。 
解決方法：パラメーター値を確認してもう一度実行し

ます。 
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表 7-1.エラー・メッセージ (続き) 

エラー・コード エラー・メッセージ 原因と解決方法 

エラー 306 参照値が正しくありません 

原因： 参照値を含む CALibrate:NEXT コマンドを受信し 

たが、参照値は現在のステップでは認められていない。 

解決方法： パラメーター値を確認してもう一度実行します。 

エラー 307 続行コマンドが無視されました

原因： 現在の校正ステップでは必要とされていない  

CALibrate:NEXT コマンドを受信した。  

解決方法： パラメーター値を確認してもう一度実行します。 

エラー 318 読み値が参照値と一致しません

原因： 範囲外の値が測定された。入力信号が間違っ 

ているか、ハードウェアが故障している。 

解決方法： 入力信号が要件に一致していることを確認します。 

入力信号が正しい場合は、電源を入れ直します。再びエラー 

が発生した場合は、Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参

照)。 

エラー 320 読み取り待機のタイムアウト 

原因： Inguard からの読み値の待機中にタイムアウトした。 

解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した 

場合は、Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 322 パスワードがありません 

原因： 校正のロックを解除するCALibrate:ENABle コマン 

ドを受信したが、管理者パスワードがない。 

解決方法： CALibrate:ENABle コマンドと一緒に管理者 

パスワードが送信されたことを確認します。 

エラー 323 パスワードが間違っています 

原因： 校正のロックを解除するCALibrate:ENABle コマン 

ドを受信したが、管理者パスワードが間違っている。 

解決方法： CALibrate:ENABle コマンドと一緒に、正しい 

管理者パスワードが送信されたことを確認します。 

エラー 324 校正ロック 

原因： CALibrate コマンドを受信したときに校正がロッ 

クされている。  

解決方法： CALibrate:ENABle コマンドを使って、まず校 

正のロックを解除します。 

エラー 325 安定した読み値を得られない 

解決方法 1： 校正器をチェックして、校正器から正しい 

信号が出力されていることを確認します。 

解決方法 2： 電源を入れ直して再び校正を実行します。再びエラ

ーが 

発生した場合は、リレー・カードを修理する必要があるため、

Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 398 異例なエラー %d 

原因： 校正手順の中で不明なエラーが発生した。 

解決方法： 校正手順を再開します。再びエラーが発生した場合は、

Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 
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表 7-1.エラー・メッセージ (続き) 

エラー・コード エラー・メッセージ 原因と解決方法 

エラー 399 ステップ%sのエラー 
原因： 現在の校正ステップでエラーが発生した。 
解決方法： 具体的な解決方法については次のエラー・ 
メッセージを確認してください。 

エラー 400 外部冷接点が設定されていません 

原因： 熱電対チャンネルは外部冷接点に設定されてい

るが、 
その外部冷接点の温度を測定するために使用するチャン

ネルが設定されていない。 
解決方法： 最も低いモジュールのチャンネルを PRT ま
たはサーミスターによる温度測定用に設定してくだ 
さい。このチャンネルが外部冷接点チャンネルとして使

用されます。 

エラー 401 外部冷接点として使用するチャンネル 

原因： 外部冷接点の温度測定に使用するチャンネルの 
設定が変更された。 
解決方法： 外部冷接点に設定してあるすべての熱電対 
チャンネルを先にオフにします。 

エラー 402 TC外部基準チャンネル 原因： 最も低いモジュールのチャンネルを、外部冷接 
点の TC として設定。 
解決方法： パラメーターを確認して、最も低いモジュ 
ールのチャンネルが外部冷接点の TC として設定され 
ていないことを確認します。 

エラー 403 パラメーターが現在の構成を満たしていません

原因： パラメーターまたはコマンドが現在の構成では 
認められていない。例えば： チャンネル 401 は DIO  
なのに、SENSe:NPLC 1 (@401) を受信した。 
解決方法： パラメーター値を確認してもう一度実行し 
ます。 

エラー 404 チャンネル制限超過 

原因： スキャン・リスト内のチャンネル数が多すぎる 
 (最大 178)。 
解決方法： いくつかのチャンネルをオフにして、もう 
一度実行します。 

エラー 405 アラーム・トリガーとして使用するチャンネル

原因： アラーム・テストのトリガーとして使用するチ

ャン 
ネルをオフに設定することはできない。 
解決方法：トリガー・チャンネル設定を変更するか、 
トリガー・ソースを再設定します。 

エラー 406 アラーム・チャンネルが有効になっていません

原因： アラーム・トリガーとして選択したアラーム・ 
チャンネルがオフに設定されている。  
解決方法：アラーム・チャンネルを有効にして設 
定し、もう一度実行します。  
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表 7-1.エラー・メッセージ (続き) 

エラー・コード エラー・メッセージ 原因と解決方法 

エラー 407 参照チャンネルが有効になっていません 

原因： TRIGger:AUTO:REF または TRIGger: 

AUTO:SREF コマンドが参照としてオフのチャ 

ンネルを指定しようとしている。 

解決方法： 参照として使用したいチャンネルの 

設定を行います。 

エラー 408 参照用として使用するチャンネル 

原因： 自動化テストの参照として使用中のチャン 

ネルをオフに設定することはできない。 

解決方法： 参照チャンネルの設定を変更するか、 

自動化テストを再設定します。 

エラー 409 参照チャンネルが設定されていません 

原因： 自動化テストが開始されたが参照チャン 

ネルが割り当てられなかった。 

解決方法： 参照チャンネルとしてのチャンネル 

を割り当てます。 

エラー 410 アラーム・チャンネルが設定されていません

原因： スキャンが開始されましたが、アラーム・トリ 

ガーにアラーム・チャンネルが割り当てられていない。 

解決方法： アラーム・トリガー・チャンネルと 

してのチャンネルを割り当てます。 

エラー 411 一時停止が無視されました 

原因： スキャンが開始されていないときの無効 

な一時停止操作。  

解決方法： 一時停止はスキャンが開始されたと 

きにのみ実行できます。 

エラー 412 スキャン・リストが空白です 

原因： スキャンが開始されたとき、チャンネル 

が 1 つもオンになっていない。 

解決方法： チャンネルを設定してからスキャン 

を開始します。 

エラー 414 現在の機能はモジュールでは使用できません

原因： Chx21 または Chx22 が設定で有効になったが、

インストールされた入 

力モジュールにこれらのチャンネル ID が含まれないま

たは間違った設定ファイルまた 

は間違った入力モジュールがインストールされている。 

解決方法： 入力モジュールが正しく取り付けられ認識

され 

ていることを確認します。第 2 章を参照してください。
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表 7-1.エラー・メッセージ (続き) 

エラー・コード エラー・メッセージ 原因と解決方法 

エラー 415 
モジュールが接続さ

れていません 

原因： 稼動を開始しようとしたが、必要な入力モジュー 
ルが取り付けられていないことが検出された。こ 
のエラーは、設定ファイルが要求するすべての入 
力モジュールを取り付けずに、設定ファイルが読 
み込まれた場合にも発生します。 
解決方法： 必要な入力モジュールを取り付け、も 
う一度操作を実行します。第 2 章を参照してください。 

エラー 416 
チャンネルが使用で

きません 

原因： チャンネルが使用できない、または 3 線式 
または 4 線式を使用するために予約済み。 
解決方法：このセンス・チャンネルの使用を予約し 
たチャンネルを再設定します。第 3 章を参照してく 
ださい。  

エラー 417 
アクティブ・モジュ

ールの切断 

原因： 入力モジュールが切り離された。スキャン 
が進行中の場合、停止します。 
解決方法： 入力モジュールを取り付け、もう一度テ 
ストを実行します。エラーが発生したときに入力モジ 
ュールが取り付けられていた場合、その入力モジュ 
ールが背面パネルに完全に装着されていることを 
確認します。第 2 章を参照してください。   

エラー 418 
モニターの状態がロ

ックされています 

原因： アラーム・トリガー・スキャンまたは自動テ 
ストの進行中に、モニター・チャンネルまたはモニ 
ター状態が変更された。 
解決方法： スキャンを中止します。 

エラー 419 
構成ファイル読み取

りエラー 

原因： 装置がすべての機器設定を含む構成ファイルを読み 
取ることができなかった。このエラーが発生した 
場合、構成が再び読み込まれるまで各設定は工場 
出荷時の状態にリセットされます。 
解決方法： Fluke までお問い合わせください。 第 1 章を参照

してください。  

エラー 420 
演算チャンネルでは

ありません 

原因： 演算チャンネルを Ch501～Ch520 以外のチャンネル

に設定しようとした場合に発生 
するエラー。 
解決方法： パラメーター値を確認してもう一度実 
行します。 

エラー 421 
DIO チャンネルでは

ありません 

原因： DIO チャンネルを Ch401 以外のチャンネルに設定し

ようとした場合に発生 
するエラー。 
解決方法： パラメーター値を確認してもう一度実行します。
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表 7-1.エラー・メッセージ (続き) 

エラー・コード エラー・メッセージ 原因と解決方法 

エラー 422 
トータライザー・チ

ャンネルではありま

せん 

原因： TOT チャンネルを Ch402 以 
外のチャンネルに設定しようとした 
場合に発生するエラー。 
解決方法： パラメーター値を確認し 
てもう一度実行します。 

エラー 423 
アナログ・チャンネ

ルではありません 

原因： アナログ・チャンネルを  
Chx01～Chx22 以外のチャンネルに 
設定しようとした場合に発生するエラー。 
解決方法： パラメータ値を確認し 
てもう一度実行します。 

エラー 424 
3線式または 4線式は

チャンネルでは使用

できません 

原因： チャンネルは、以下の理由で 
 3 線式または 4 線式に設定できません。 
(1.) 入力タイプが対応していない。 
(2.) チャンネルがセンス専用チャンネルでない。 
解決方法： センス線が入力端子でなくセンス端子に接続され

ていることを確認します。センスが設定される場合、入力端

子に対応するチャンネルに設定され、自動的にその入力の真

向かいがセンス・チャンネルに予約されます。詳細について

は、第2章および第3章を参照してください。  

エラー 425 
電流チャンネルに許

可されていない機能 

原因： Chx21 または Chx22 は、電流チ 
ャンネルとしてしか設定することができない。 
解決方法： 別のチャンネルに入力を設定します。 

エラー 427 
無効な電流チャンネ

ル 

原因： スキャンが一時停止している間、入力モ 
ジュールが外部入力モジュールに入れ替わった。 
解決方法： スキャンが開始されたときに使用された 
入力モジュールを再インストールします。 

エラー 428 
パラメーター値が範

囲外 

原因： コマンドのパラメーターが制限を 
超えている。 
解決方法： パラメーター値を確認しても 
う一度実行します。 

エラー 429 チャンネル制限超過 

原因： 1つの演算チャンネルで10を超えるチャン 
ネルを使用するように設定された。 
解決方法： CALCulate:MATH:SOURce コマンドで演算する

チャンネルの数を 
 10 以内に制限します。 

エラー 430 文字列が長すぎます 

原因： 文字列パラメーターに含まれる文字が多 
すぎる。例えば、Probe ID (最大 24 文字)、単位 (最大 3 文
字)、チャンネル・ラベル (最大 16 文字)、テスト設定ファ

イル名 (最大 8 文字)。 
解決方法： パラメーター値を確認してもう一度実行します。
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表 7-1.エラー・メッセージ (続き) 

エラー・コード エラー・メッセージ 原因と解決方法 

エラー 431 無効な設定ポイント 

原因： コマンドで指定された設定ポ 

イントが 1 ～ 20 の範囲内にない。これは、 

TRIGger:AUTO:POINts、TRIGger:AUTO:SPOint、 

TRIGger:AUTO:TOLerance、TRIGger:AUTO:STABility、 

TRIGger:AUTO:DWELl コマンドの設定ポイントが間違っ 

ていることが考えられます。 

解決方法： パラメーター値を確認してもう一度実行します。 

エラー 432 
入力モジュールがインス 

トールされていません 

原因： 入力モジュールが取り付けられていない。 

解決方法： 入力モジュールを取り付け、もう一 

度実行します。 

エラー 433 記録が自動です 

原因： 自動記録の進行中にレコーダーがオフに設定 

された。 

解決方法： スキャンを中止するか ABORt コマンドを 

使用します。  

エラー 434 
アイドリング中は記 

録できません 

原因： 記録が開始されたが、スキャンがまだ始まっ 

ていない。 

解決方法： INITiate コマンドを使ってスキャンを開 

始します。 

エラー 435 
固定冷接点のみがチ 

ャンネルに許可されています 

原因： Ch001 が内部または外部冷接点の熱電対に設定 

されているが、このチャンネルでは未対応。 

解決方法： 異なるチャンネルに入力を設定します。 

エラー 436 使用できない操作です 
原因： 指定したチャンネルでは対応していない操作。 

解決方法： パラメーター値を確認してもう一度実行します。 

エラー 439 
現在スキャン専用に 

使用しているDIO 

原因： DIO はスキャン・リストに含まれている間は 

出力として使用できない。 

解決方法： 設定ポイントを設定します。 

エラー 437 
設定ポイントが設定さ 

れていません  

原因： ユーザーが設定ポイントなしで自動テスト 

を開始しようとした。 

解決方法： *RST コマンドを使用して工場出荷状態 

にリセットするか、DIO チャンネルをオフに設定します。 

エラー 440 
要求された分解能 

にはできません 

原因： 装置で実現できない測定分解能が要求された。 

無効な分解能が CONFigure または MEASure? コマン 

ドで設定された。 

解決方法：パラメーター値を確認してもう一度実行します。 

エラー 441 
演算チャンネルはモ 

ニターできません 

原因：演算チャンネルをモニターしようとした。演算チャン 

ネルはモニターできない。  

解決方法： スキャン・データ画面で演算チャンネル・ 

データを確認します。 

エラー 501 
無効なキーワードまたは選択

です 

原因： コマンドに無効なキーワードがある。 

解決方法： パラメーター値を確認してもう一度実行します。 
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表 7-1.エラー・メッセージ (続き) 

エラー・コード エラー・メッセージ 原因と解決方法 

エラー 502 
温度単位がロックさ

れています 

原因： 温度単位が °C にロックされていると 

きに UNIT:TEMPerature コマンドを受信した。 

解決方法： Fluke までお問い合わせください。 

第 1 章を参照してください。  

エラー 527 
ビジー中は操作がで

きません 

原因： システムがビジー中で操作が実行できない。 

解決方法： *RST コマンドを使用して装置を工 

場出荷時の状態にリセットします。 

エラー 528 
3線式または 4線式に

使用されているチャ

ンネル 

原因： チャンネルは使用できない、または 3 

 線式または 4 線式を使用するために予約済み。 

解決方法：このセンス・チャンネルの使用を予 

約したチャンネルを再設定します。第 3 章を参照し 

てください。 

エラー 530 
構成ファイルが壊れ

ています 

原因： 読み込み中にテスト設定の破損が見つかった。 

解決方法： 電源を入れ直して設定ファイルを再読み込みし 

ます。再びエラーが発生した場合、別のファイル 

を読み込んでそのファイルのみが壊れているのか、 

装置自体に不具合があるのかを確認します。別のフ 

ァイルでもエラーが発生する場合は、Fluke までお問い合わ

せください (第 1 章を参照)。 

エラー 580 
(STA) 開始が呼び出

されていません 

原因： 状態への無効なアクセス。 

解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した場合

は、Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 590 
DHCP IP アドレスを

取得できません 

原因： DHCP サーバーからの IP アドレスの取得に失敗し

た。 

解決方法： ネットワーク内で DHCP サーバーが動作してい

ることを確認します。 

エラー 600 
(DB) 開始が呼び出さ

れていません 

原因： データベースへの無効なアクセス。 

解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した場合

は、Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 601 
(DB) データ・バッフ

ァ初期化エラー 

原因： データベースが初期化されていない。 

解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した場合

は、Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 602 
(DB) データ・バッフ

ァのオーバーフロー 

原因： データベース・バッファがオーバーフローしている。

解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した場合

は、Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 603 
(DB) データが取得で

きません 

原因： データベースが空。 

解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した場合

は、Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 
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表 7-1.エラー・メッセージ (続き) 

エラー・コード エラー・メッセージ 原因と解決方法 

エラー 651 USB メモリの準備ができていません 

原因： データ記録用の USB メモリーが準備 

できていない。 

解決方法： 記録先を USB に設定している可能性がありま

すが、メモリ 

ーが準備されずに記録が開始されました。 

エラー 652 データ・ファイルの制限を超えました

原因： 1 回のスキャンで作成されたデータ・ファイルが多

すぎる。 

解決方法： 新しいスキャンを開始します。 

エラー 653 記録ファイル作成エラー 

原因： データ記録のためのファイルの作成に失敗した。 

解決方法： 記録先のメモリーが一杯でないことを確認して

ください。 

エラー 654 記録ファイル書き込みエラー 

原因： データ記録のためのファイルへの書き込みに失敗し

た。 

解決方法： 記録先のメモリーが一杯でないことを確認して

ください。 

エラー 655 データの記録再開エラー 

原因： データ記録の再開に失敗した。 

解決方法： 記録先のメモリーが一杯でないことを確認して

ください。 

エラー 656 データ記録が制限を超えました 
原因： 内部メモリーのデータ記録が多すぎる (最大 1000)。

解決方法： データ記録をいくつか削除します。 

エラー 657 タイム・スタンプが間違っています 
原因： RTC クロックがリセットされている。 

解決方法： 装置の日時を設定します。 

エラー 658 記録状態が壊れています 
原因： バッテリー損傷の可能性。 

解決方法： バッテリーを交換してください。 

エラー 700 不揮発性メモリが無効です 

原因： フラッシュ・メモリに無効な機器設定、LAN 設定

、MAC 設定または校正定数が含まれている。 

解決方法： 初期設定を読み込みます。MAC 設定または校

正定数がエラーを示す場合、Fluke までお問い合わせくだ

さい。第 1 章を参照してください。 

エラー 701 
不揮発性メモリが無効のため 

初期設定が読み込まれました 

原因： 初期設定が読み込まれた。 

解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した場

合は、Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 702 
装置の設定の読み取り中にエ 

ラーが発生しました 

原因： 内部のフラッシュ・メモリーが損傷している。 

解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した場

合は、Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 703 装置の設定中にエラーが発生しました

原因： 内部のフラッシュ・メモリーが損傷している。 

解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した場

合は、Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 
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表 7-1.エラー・メッセージ (続き) 

エラー・コード エラー・メッセージ 原因と解決方法 

エラー 704 
校正フォルダの読み

取りエラー 

原因： 内部のフラッシュ・メモリーが損傷している。 
解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した場合

は、 
Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 705 
校正履歴の読み取り

エラー 

原因： 内部のフラッシュ・メモリーが損傷している。 
解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した場合

は、 
Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 707 
校正定数の読み取り

エラー 

原因： 内部のフラッシュ・メモリーが損傷している。 
解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した場合

は、 
Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 708 
校正定数の書き込み

エラー 

原因： 内部のフラッシュ・メモリーが損傷している。 
解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した場合

は、 
Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 709 
LAN設定の復元エラ

ー 

原因： 内部のフラッシュ・メモリーが損傷している。 
解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した場合

は、 
Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 710 
LAN設定の書き込み

エラー 

原因： 内部のフラッシュ・メモリーが損傷している。 
解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した場合

は、 
Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 711 
MACアドレスの設定

エラー 

原因： 内部のフラッシュ・メモリーが損傷している。 
解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した場合

は、 
Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 712 
MACアドレスの保存

エラー 

原因： 内部のフラッシュ・メモリーが損傷している。 
解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した場合

は、 
Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 800 
シリアル通信のフレ

ー 
ミング・エラー 

原因： RS232 のフレーミング・エラー。  
解決方法： PC と装置の設定が同じであることを確認してく

ださい。 

エラー 821 
LAN ポートが範囲外

です 
原因： LAN ポモシが < 1024 がすモ > 65535 モなにににす。  
解決方法： ポモシモ のポマスを確認しに、もす一温一一しがす。  

エラー 822 
LAN ポートを開くと

きにエ 
ラーが発生しました 

原因： LAN ポートを開くときにエラーが発生。 
解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した場合

は、 
Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 824 
LAN ポート受信エラ

ー 
原因： LAN ポートを読み込むときにエラーが発生。 
解決方法： LAN 接接を確認しにし ししに。  
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表 7-1.エラー・メッセージ (続き) 

エラー・コード エラー・メッセージ 原因と解決方法 

エラー 825 
LAN アドレスが無効

です 

原因： 無効な IP、マスクまたはゲートウェイ・ 

アドレスが見つかった。 

解決方法： アドレスをチェックして、もう一度実 

行します。 

エラー 826 
LAN ホスト名が無効

です 

原因： ホスト名に無効な文字が含まれている。この装置 

で認められるのは、「A」～「Z」、「0」～「9」および「-
」のみ。 

解決方法： パラメーターを確認してもう一度実行します。 

エラー 827 
LAN ホスト名が長す

ぎます 

原因： 20 文文以文ののスシ名を設測しおすとしす。  

解決方法： パラメーターを確認してもう一度実行します。 

エラー 828 
LAN接続タイムアウ

ト 

原因： LAN が接続されていない。 

解決方法： LAN 装置を確認して、再度接続を試みます。 

エラー 901 
ファイルが見つかり

ません 

 

原因： メモリーにファイルが見つからない。 

解決方法： ファイルがメモリーにあることを確認します。 

エラー 903 
ファイルのエクスポ

ート・エラー 

原因： USB メモリーへのファイル・エクスポートに失敗。 

解決方法： USB メモリーが書き込み禁止になっておらず、

USB メモリーに十分な空き容量があることを確認します。 

エラー 904 
ファイルの削除エラ

ー 

原因： ファイルの削除に失敗。 

解決方法： ファイルを USB メモリーから削除する場合は、

USB メモリーが書き込み禁止になっていないことを確認しま

す。 

エラー 905 
ファイルの読み取り

エラー 

原因： フフスモが損損しににす。  

解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した場合

は、Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 906 

セットアップ・ファ

イル名 

の定義中にエラーが

発生しました 

原因： 重重しすフフスモ名が見つしにす。  

解決方法： 別の名名モすすし、重重しににすフフスモを削削しがす。  

エラー 907 
フォルダの読み取り

エラー 

原因： フフモフが存存しなに。  

解決方法： フフモフがフモフモモがすすとを確認しがす。  

エラー 908 
ファイルの書き込み

エラー 

原因： フフスモの書す込み失失。  

解決方法： USB メモリーが書き込み禁止になっておらず、

USB メモリーに十分な空き容量があることを確認します。 

エラー 909 
ファイルはすでに存

在します 

原因： 書す込み先と同じ名名のフフスモが既モ存存すす。  

解決方法： 別の名名モすすし、重重しににすフフスモを削削しがす。  
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表 7-1.エラー・メッセージ (続き) 

エラー・コード エラー・メッセージ 原因と解決方法 

エラー 910 
ファイルの保存先が

一杯です 

原因： 設測フフスモの数が制制 (99) モ達しす。  

解決方法： 設測フフスモをにし つし削削しがす。  

エラー 1302 

パラメーターのカウ

ントが正し 

くありません 

原因： パラメーターの数がコマンド 

に一致していない。 

解決方法： パラメーターを確認しても 

う一度実行します。 

エラー 1305 
不正なパラメーター

単位 

原因： コマンドのパラメーターで不正な単位が 

指定された。有効なパラメーター単位は、 

UV、MV、V、KV、UA、MA、A、OHM、KOHM、 

MOHM、GOHM、TOHM、HZ、KHZ、MHZ、 

GHZ、CEL、FAR です。 

解決方法： パラメーターを確認してもう一 

度実行します。 

エラー 1313 

サービス担当者のみ

に許可 

された操作 

原因： サービス・モードではないときにサービス限 

定コマンドを受信した。 

解決方法： サービス・モードに入り、操作をもう一度実行し

ます。  

エラー 1315 
無効なデバイス・ト

リガーです 

原因： 無効なバス・トリガー *TRG を受信した。 

解決方法： 各各バスフフが空すなにとすモ、Ctrl+T を各各しがす。  

エラー 1317 

通信入力バッファの

オーバ 

ーランです 

原因： 通信入力バッファがオーバーランした。 

解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した場合

は、 

Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 1320 無効な2進データ 

原因： コマンドに無効な2進データのパラメーターが見つか

った。 

解決方法： パラメーターを確認してもう一度実行します。 

エラー 1323 無効な10進データ 

原因： コマンドに無効な10進データのパラメーターが見つか

った。 

解決方法： パラメーターを確認してもう一度実行します。 

エラー 1326 無効な16進データ 

原因： コマンドに無効な16進データのパラメーターが見つか

った。 

解決方法： パラメーターを確認してもう一度実行します。 

エラー 1328 無効な8進データ 

原因： コマンドに無効な8進データのパラメーターが見つか

った。 

解決方法： パラメーターを確認してもう一度実行します。 
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表 7-1.エラー・メッセージ (続き) 

エラー・コード エラー・メッセージ 原因と解決方法 

エラー 1331 
コマンドが不完全で

す 

原因： 不完全なコマンド・ラインを受信した。 

解決方法： 正しにしマのポモ しスのが送送しさすすとを確認しがす。  

エラー 1333 
無効なチャンネル番

号 

原因： コマンド・パーサーにより無効なチャンネル番 

号が見つかった。フォーマットが間違っているこ 

とが原因の可能性があります。 

解決方法： パラメーターを確認してもう一度実行します。 

エラー 1334 不正なチャンネル数 

原因： チャンネル・リストを解析するときにチャ 

ンネル数が制限を超えた。 

解決方法： パラメーターを確認してもう一度実行します。 

エラー 1337 無効な操作です。 

原因： 現在の設定には無効な操作で、チャンネルがスキ 

ャン・リストにない。正しいパラメーターとチャン 

ネル ID でコマンドを入力したことを確認します。 

解決方法： パラメーターを確認してもう一度実行します。 

エラー 1338 
DMM モードで無効

な操作 

原因： DMM モードで無効な操作。 

解決方法： *RST 
しマのポを使にに、工場工低時の状状モフにスシしがす。  

エラー 1339 メモリが空です 

原因： コマンド DATA:LAST? または DATA:READ? 

 を受信したが、データが確認できない。 

解決方法： トリガー設定をチェックして、スキャンのト

リガー 

が正しく設定されていることを確認してください。 

エラー 1340 
ファイル名が長すぎ

ます 

原因： しマのポ MEM:LOG:READ? がすモ MMEM:LOG:READ? 
す 30 文文以文のフフスモ名が指測しさす。   

解決方法： パラメーターを確認してもう一度実行します。 

エラー 1341 
スキャン・スイープ

が進行中です 

原因： スキャンの進行中は操作できない。 

解決方法： ABORt コマンドを送信してスキャンを中止しま

す。 

エラー 1601 
ファイルのコピー・

エラー 

原因： ソースが見つからないため SYSTem:DFU の実行時に

ファイルのコピーに失敗した。 

解決方法： フフスモがフモフモモがすすとを確認しがす。  

エラー 1602 
ファイル・プロパテ

ィの変更エラー 

原因： SYSTem:DFU コマンドの実行時にファイル・プロパ

ティの変更に失敗した。 

解決方法： 電源を入れ直します。再びエラーが発生した場合

は、Fluke までお問い合わせください (第 1 章を参照)。 

エラー 1603 
USB メモリの準備が

できていません 

原因： USB ドライブが記録またはメモリ操作用に準備され

ていない。 

解決方法 : USB ドライブを挿入してください。第 2 章を参照

してください。 
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トラブルシューティング 
本製品の動作に異常がある場合の問題の発見と解決に表7-2をお役立てください
。この表には起こり得る問題の状況と、考えられる原因および解決方法が記載さ
れています。問題が発生したら本セクションを注意深く読み、問題を把握し解決
してください。本製品の故障が考えられる、または問題が解決できない場合は、
認定サービスセンターまでお問い合わせください (第 1 章を参照)。装置のモデル
番号、シリアル番号、およびお使いの地域の電源電圧をご確認の上、サービス技
術者へお伝えください。 

表 7-2.トラブルシューティング・チャート 

問題 原因と解決方法 

電源がオンにならない。 原因 1: ヒューズ。  

解決方法 1: ヒューズが切れた場合、電源サージまたは部品の故障が考 

えられます。ヒューズを交換してください。仕様より大きな電流定 

格のヒューズには交換しないでください。常に同じ定格、同じ電圧、 

同じ種類のヒューズと交換してください。再びヒューズが切れた場合は、部

品の故障が考えられます。  

原因 1: 電源コード。  

解決方法 1: 電源コードがコンセントに差し込まれ、本製品に接 

続されていることを確認します。 

原因 2: AC 主電源。  

解決方法 2: 本製品に電源を供給する回路がオンになっているこ 

とを確認します。 

原因 3: 電源入力モジュールが正しく設定されていない。 

解決方法 3: 入力電圧の設定が、お使いの AC 主電源の定格に一致しているこ

とを確認します。  

LED ランプは点灯する

が、 

ディスプレイに何も表

示さ 

れない。 

原因 1: 本装置がスタンバイ・モードになっている  

(電源 LED が黄色)。 

解決方法 1: 正面パネルのスタンバイ・キーを押して、スタン 

バイ・モードを終了します。 

原因 2: スクリーン・セーバーが機能している。 

解決方法 2: 正面パネルの任意のキーを押して、スクリーン・ 

セーバーを終了します。 

原因 3: 画面または装置が誤作動している。  

解決方法 3: Fluke までお問い合わせください。  

第 1 章を参照してください。 

入力モジュールが認識

されない。 
原因 1: 入力モジュールが完全に装着されていない。 

解決方法 1: 入力モジュールを取り付け直し、スロットに完全に装着されて 

いることを確認します。 

原因 2: リレー・カードが取り付けられていない。 

解決方法 2: リレー・カードの取り付けを確認します。 

原因 3: 入力モジュールが故障している。 

解決方法 3: 認定サービスセンターまでお問い合わせください。 
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表 7-2.トラブルシューティング表 (続き) 

問題 原因と解決方法 

USB ドライブが読めな

い。 
原因 1: USB ドライブが正しく装着されていない。   

解決方法 1: USB ドライブが完全に装着されていることを 

確認します。LED ランプが 30 秒以内に点灯します。 

原因 2: USB ドライバがアプリケーションによってロック 

されている (LED ランプは USB ドライブが装着されていな 

くても常に点灯します)。   

解決方法 2: 主電源スイッチで電源を入れ直し、もう一度  

USB ドライブを装着します。 

原因 3: USB ドライブが認識されない。 

解決方法 3: USB ドライブを交換してください。 

原因 4: USB ドライブが操作不能または損傷している。 

解決方法 4: USB ドライブを交換してください。 

スキャン開始後、本製

品 

がスキャンを開始しな

い。 

原因 1: 本製品がトリガーを待っている。 

解決方法 1: テスト設定でトリガー・タイプを確認して、 

トリガーが正し 

く設定されていることを確認します。 

スキャンを開始しても、 

本製品が記録しない。 

原因 1: 自動記録機能がオンになっていない。 

解決方法： 記録を手動で押して記録を開始するか、テス 

ト設定で自 

動記録をオンにする。  

本製品が初期設定で起

動する。 
原因： SRAM バッテリーが切れている。  

解決方法： Fluke までお問い合わせください。第 1 章を 

参照してください。 

製品のメモリーがない。 原因： 内部メモリーまたは USB ドライブに空きスペース 

がない。   

解決方法： いくつかのファイルを削除または移動して、メモリーのス 

ペースを空けます。 
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